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第り1回原産年次大会

〔基　調〕原子力開発利用の調和ある発展のために

　今後予想される旗界的なエネルギー不足に対処するため，石油代替エネルギ

ーとしての原子力の必要性は国内外を問わず高まりつつあるが，世界の原子力

蘭発の環状は必ずしも予想されていたほど順調ではなく，原子力立地問題の深

刻化ならびに核拡散防止の観点からの米燭の原子力政策の変更等による厳しい

圏際環境の中でむしろ停滞ぎみである。

　現在，わが園を初め世界各圏の原子力産業が直面している最：大の課題は，核拡

散防止問題との関連において核燃料サイクル技術ならびに原子炉技術等に関す

る明確な閣発戦略の確立が闘難になっていることであり，このため三際的な意

見の交換により新しい情勢下における原子力開発の世界秩序の確立を急がなけ

ればならない。同時に軽水炉の稼働率の向上，ウラン濃縮，再処理，廃棄物管

躍を中心とする核燃料サイクルの確立，高速増殖炉の実用化等原子力瀾発の中

で最も重要な技術開発について，内外の進展状況をレビューするとともに，今後

の開発計醐と関連技術の産業化への問題点を明らかにすることにより，将来の

要請に即応しうる諸施策を準備しておかなければならない。～方，原子力に対

する国民の理解を求め，原子力第発の社会的アクセプタンスを得ることが開発

計繭をすすめるうえでの前提となっており，現在の施策と努力に対しどのよう

な課題が介在するかを明らかにし，それらに取組むための具体的方策を確立す

る必要がある。

　本大会は原子力産業が直面しているこれらの重要課題について，内外算門家

の見解の褒明によりそれぞれの問題点を浮きぼりにし，今後の原子力開発の調

和ある発展のために，わが国が今ただちに行動を要請されているものについて

関係者が認識を新たにする場とする。

磐鋪



                 BASIC THEME:
     A ROUTE TeWARD THE KARMONIeUS
BEVEroPMENT OF ATOMIC ENERGY UTILIZATION

Japan's need to t}se nuclear power as an energy aiternative to oil is growing, as

it is also in ether parts of the world, to provide against the coming worldwide

shortage of energy. But the fact is that the development of nuclear power is

not making the progress that had been expected. OBe can say that in Japan it is

nearly at a standstill because of the problerri ef getting sites for nuclear plants,

a problem that is becorning increasingly serious, to which must be added the

severe intemational circumstaRces caused in part by the change in U. S. nuclear

policy aimed at guarding against B"cle3r proliferatioR.

The iRajor issue now confionting the Japanese and world nuclear iRdust!ies

arises from the need to ensure nuclear non-proiiferation, and this has led to the

difficulty of establishing nuclear fuel cycle technology and workiRg egt the

strategy for the development of power reactors and the related techno!ogies.

InternatioBal exchange ef opinions are urgently needed te find the way to

establish a form of worki order that will permit the harnessing ofnuciearenergy

for peacefu1 purposes. It is also necessary to improve the availability facter ef

light water reactors and to ensure that everything necessary for uranium enrich-

ment, reprocessing and waste management w21! be previded to establish a closed

nuclear fuel cycle, aRd that the mest important phase in the development of

nuclear power, viz. the successful deveioprnent and practical application of fast

breeder reactors, will preceed rapidly both ilt Japan and overseas. Problems

relatiHg to development programs for the future and the indushialization of

related technologies shonid be made cleair, so that the measures necessary to

meet the demands ef the fut"re may be prepared. The people mu$t be giveR

the right "nderstanding of nuclear power before it can be socially accepted,

a precondition for the promotieR of developraent programs. The problems

now being faced in measures proposed and efforts made should be made clear,

as the basis of tackling these preblems.

This conference is for both Japanese and overseas specialists to thrash out the

important problems confrontiRg the nuclear lndgstry. All those interested are

asked to take a fresh view of what Japan finds it necessary to do at this stage to

ensure the harmonious development of atomic eRergy in the years ahead.



遜りり回　原産年次大会プログラム

期
場
　
基

馬
所
　
調

昭和53年3月i4日（火）～16日（木）

イイノ・ホーノレ〔内幸町。飯野ビノレ　7階〕

「原子力開発利用の調和ある発展のために」

　　　　　　　〈総括プログラム〉

東京都千代田区内幸町

　　　　　　2－1－1

第　1　日 第　2　臼 第　3　日

3月14B（火） 3月15日（水） 3月16日（木）

開会セッシ。ン セッシ雪ン2 セッシ雪ン4

　（9：30～10：30）

蜑?準備二二長挨拶

ｴ産会長所信表明

ｴ子力委員長所感

　（9：00～12：00）

u高速増殖炉開発

@　　　一実用化への展望」

k国際パネル討論〕

　（9：30～12：30）

u原子力開発のパブリック・

@　アクセプタンスへの提言

i国際パネル討論〕

セッション1

@（前半1G＝30～12：30）

午
　
　
　
　
　
　
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
　
　
　
　
　
　
後

午餐会 セッション5「原子力開発の国際的展望」

Zッション玉

（｝2：20～王4：10） （14；00～17：00）

（後半13：30～王8：00）

「原子力論争一原子炉の工学

@的安全性をめぐって」

kパネル討論〕「原子力開発の圏際的展望」

k国際パネル討論〕

通商産業大隠所感

k特別講演〕

@於ホテル・オークラ旧一一一一一冊幣一一一曽一一一幽一開一””檜

@原子力関係映画上映

@　（12：40～14：10）

@イイノ・ホール

セッション3

　　o激Zプション

　（18：30～20100）

浴@日本工業クラブ

　（14：30～17：30）

柱y水炉システムの現状

@　　　　　　　　と課題」

k講　演〕

3一
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第り日　3月44日（火）

開会セッション（9：30～耀0：30）

　9

　9

10

30

40

10

議　　　　　　長

大会準備委員長：挨拶

原産会長所信表明

原子力委員長所感

円城寺

稲　葉

有　離

船　谷

次　郎　氏

秀　王　氏

廣　巳　氏

太三郎　氏

（日本経済新聞社　会長日本原子力産i業　副会長）

（産業研究所　理事長日本原子力産業会議　常任理事）

（録本原子力産業会議　会長）

（国務大臣　科学技術庁　長官原子力委員会　委員長）

セッション耀「原子力開発の国際的展望」（10：30～18：00）

（国際パネル討論）

〔前　半〕

（10：30～三2：30）

　　　　　議長一本松珠磯氏（銀本原子力発電㈱　取締役相談役嬢本原子力産業会議　劇会長）

〔発　表〕

10　30　原子力発電の展望と国際情勢

　　　　　　　　　　　S．エクルンド　氏（国際原子力機関　事務総長：）

1王　10　フランスの原子力開発と国際協力

　　　　　　　　　　　A．ジロー　氏（フランス原子力庁　長官）

11　50　原子力発電と核不拡散

　　　　　　　　　　　C．ウォルスキー　氏（米国原子力産業会議　理事長）

〔後　半〕

（13：30～18：◎0）

　　　　議長．村田三鷹（原子力委員会　委員国本原子力研究所　副理事長）

一4一



〔発　表〕

13　30　米国の核拡散防止欧策一規制爾からの見解

　　　　　　　　　　　R．ケネディ　氏（米国原子力規制委員会　委員）

14　10　オーストラリアのウラン政策

　　　　　　　　　　　D．ジ。一ジ氏（オーストラリア原子力委員会委員長）

14　50　イランの原子力開発と国際協力の考え方

　　　　　　　　　　A。エテマド　氏（イラン原子力庁　総裁）

15　30　日本の原子力開発と国際問題

　　　　　　　　　　新関欽哉氏（原子力委員会委員）

　　　　　　　　　　　　　＜休　　　憩　（10分）＞

16　20　ノくネーノレ討言念

　　　　．上記発表者のほかにMポ・プ氏（西独研究技術省エネルギー研究．技術開発部

　　　　　長）が参加。

レセプション　　　（18：30～20　00）

　　　摂本工業クラブ〈3階　大食堂〉

第2日　3月り5日（水）

セッション2「高速増殖炉開発一実用化への展望」（9：00～り2：00）

　　　　　　　　　　（国際パネル討論）

議長　伊藤俊夫氏（関西電力㈱副社長）

　〔パネリスト〕

　　　　　M．ローゼノルク氏（フランス・ノバトム社　社長）

　　　　　大山　幽幽（書幅講難事謬部饗事）

　　　　　　　　　　　　　一5一



N・クラス・ヤ・フ氏（ソ連原子力利用国家委員会原子炉研究所　劇所長）

S．ブルーワー　氏（米国エネルギー省　原子力計画・分析部長：）

高市利夫氏（FBRエンジニアリング事務所所長）

午餐会（12：20～14：10）〈ホテル・オークラ別館地下2階曙の間〉

　　所　　感　　河　本　敏　夫　氏　（通商産業大臣）

　〔特別講演〕　歴史における科学と社会

　　　　　　　　木　村　尚三郎　氏　（東京大学教養学部　教授）

　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　1原子：力関係映画上映（玉2：40～14：10）＜イイノホール＞　　　　　　　l
　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　l　　　　　　　自　　由　　参　　加　　　　　　　　　　　　　　　l
　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　i1．「金属材料鎚う一原子炉の信灘を求めて一」（原礫作・躰謝1
　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　【　2．　「常陽臨界へ」　（動燃製作：日本語）　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監
　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　；　3．　「キャスク輸送時の安全性実験」（米国サンディア研製作：英語）　　　　　l
　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
i。「。。一。クス炉輔轍器の耀」（N。VA，。腓、嬬，　i

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　捧

　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨

　　L＿＿．＿．．＿．．＿．一．＿．．．＿＿＿．＿．．．．．一＿．．．＿」

セッション3「軽水炉システムの現状と課題』（り4：30～り7：30）

　　　　議　　長　　吉　岡　俊

14　30　議長イントロダクション

王4　45　軽水炉の改良標準化

　　　　　　　　　　豊　田　正

驚即喜
口
（

男

敏

　　　演）

氏　（日本原子力発電繍　副社長）

氏（東京電力㈱　取締役原子力開発本部　副本部長）
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15　15　軽水炉の稼動率向上への努力

　　　　　（1）加圧水型炉

　　　　　　　　　　藤　原　菊　男　氏

　　　　　（2）　沸騰水型炉

　　　　　　　　　　牧浦隆太郎氏

＜休

（三菱重工業㈱原動機事業本部　原子力技術部長）

（東京芝浦電気㈱　取締役原子力事業本部　本部長）

憩　（10分）〉

　　　　議　　長　　大　隅　改　介　氏　（住友原子力工業㈱　社長）

【6　05　日本における濃縮・再処理の技術開発の現況

　　　　　　　　　　天沼　師（動力炉・核燃料開発事業団核燃料開発本部　副本部長）

16　45　西ドイツにおける放射性廃棄物管理

　　　　　　　　　　・・クラ・ゼ氏（西独カールスルーエ研究所廃棄物研究開発部長）

　　　　　　　　　　第3日　3月り6日（木）

セッション4「原子力開発のパブリック・アクセプタンスへの提言』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9：30～り2：30）

　　　　　　　　　　（国際パネル討論）

議．長岸本　康氏（共同通信社論説副委員長）
　〔パネリスト〕

　　　　　　T．ロ　ーザー氏　（藪独厘子力産業会議　事務局長）

　　　　　　S．サンドストレーム氏　（スウェーデン原子力産業会議　事務局長）

　　　　　　L・オ　ドンネル氏　　（ゼネラル・アトミック社　社長補’佐）

　　　　　　高　僑　　　宏　氏　（通商産業省資源エネルギー庁原子力発電課長）

　　　　　　田　　　　　原　　　　総一朗　　　　氏　　　　　（評論家）
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セッション5「原子力論争一原子炉の工学的安全性をめぐって

（44：00～47：00）

くパネル討論）

議長柴田俊一氏（京都大学　教授京都大学原子炉実験所　所長）

　〔パネリスト〕

　　　　槌　田　　　召力　氏　（京都大学工学部　助教授）

　　　　都　甲　泰　正　氏　（東京大学工学部　教授）

　　　　能　沢　正　雄　氏　（日本原子力研究所　安全工学部長）

　　　　殿　部　　　学　氏　（立教大学　助教授）

テクニカル・アドバイザー

　　　　遠藤雄三氏

通訳者　村松増美氏

　　　　米倉叔子氏

　　　　松本順子氏

　　　　久保悦子氏
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1ITK JAIF ANNUAL CONFERENCE
JAPAN ATOMIC INDUSTRIAL FORUM

                            PROGRAM

Date: Marclil4(Tue.)'vi6(Thu.),1978
Place: IinoHall(7thFloorofIinoBuilding),Tokyo

              Luncheon: HotelOkura
              Reception: lndustryC!ubofJapan
Basic Tkeme: A Route Toward tke Harmonious Development of Atomic Energy

            Utifization

                         Tuesday, March 14

(Morning)

OPENING SESSION (9;30 r- IO:30)

          Chairman - J. Enjoji

                     Chairman

                     Ni}r{on Keizai Shimbun

                     Vice Chairman

                     Japan Atomic Industrial Forum

   9:30 OpeningRemarksbyChairmanoftheConferenceProgramCommittee
                  - H. Inaba

                     Chairman
                     Japan IRdustrial Policy Research Institute

   9:40 JAIFChairman'sAddress

                  - H. Arisawa

                     Chairman
                    Japan Atomic Industrlal Forum

  10:le AddressbyChairmanofthe3apanAtornicEnergyCommission
                  - T. Kumagai
                    Minister of State

                    Chairman
                    Japan Atomic Energy Commission

                              -9-



SESSION 1 - ATOMIC ENERGY DEVELOPMffN-i' AND ITS tNTERNATIONAL
PERSPECTIVES (10:3o t- 1s:eo)

10:30

11:IO

11:50

<INTERMISSION

(Afternoon)

SESSION l

13:30

 Chairman - T. Ipponmatsu

   ･ SeniorAdvisor
            Japan Atomic Power Co.

            Vice Chairman

            Japan Atomic Industrial Forum

 "The Outlook for Nuclear Power and Its International Aspects"

         - S. Ekiund

            Director General

            International Atomic Energy AgeRcy

 "French Atomic Energy Development Program and Concept on

 national Cooperatien"

         - A. Giraud

           Administrateur G6n6ral D616gu6

            Commissariat 2 YEnergie Atomique

 "CMI Nuclear Power Wjthout Weapoi?s Proliferation"

         - C. Walske

           President

           Atomic Industrial Forum

     - 12:30 'v l3:30>

(contiRued)

 CkairmaR - H. Murata

            Commissioner

            3apan Atomic Energy Commission

            Vice President

            Japan Atomic Energy Researck Institute

 "U.S. Non-Proliferation Policy: A Regglatory Perspective"

          - R. Kennedy

            Commissioner

            U.S. Nuclear Regulatory Commission

Inter-
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14:10

14:50

l5:30

<][NTERMISSION

[PANEL DISCUSSION

 "Australia and Uranium"

          - D. George

            Chairman

            Australian Atomic Energy Cornmission

 "Nuc!ear Power Development in Iran and the Concept of International

 Cooperation"

          - A. Etemad

            President

            Atomic Energy Organization of lran

 "Nuclear Power Development in 3apan' and lnternationai Aspects"

          - K. Niizeki

            Commissioner

            Japan Atomic Energy Commission

     - l6:10 - l6:20>

        - 16:20 -- 18:OO]

Panelists -M.Popp,DeputyDirectorGeneral,Dept.of

           Energy Research and Technology Development,

           BMFT, F. R. Germany, and spearkers shown above.

CHAIRMAN'S RECEPTION - (18:30 - 20:OO)

At Industry Club of Japan, 3rd Floor

Wednesday, March 35

(Morning)

SESSION 2 - DEVELOPMENT OF FAST BREEDER REACTORS - PROSPECTS
FOR COMMERCIALtZATION (9:Oe th-･ 12:eo)

9:OO

Chairman -

"Development

ization" -

T. Ito

Vice President

Kansai Electric Power Co.

of Fast Breeder Reactors and

M. Rozenholc

Director Genera}

NOVATOME

Prospects for Commercial-

- ll -



9:30

IO:OO

"Fast Breeder

"Prospects of

Reactor Development Program in Japan"

A. Oyama
Director

Power Reactor and Nuclear Fuel Development Cprp.

General Manager

Fast Breeder Reactor Development Project, PNC

the FBR Development in the USSR"

N. Krasnojarov

Deputy Director

Scientific Research Institute of Atomic Reactors

(PNC)

10:30 "FBR Development Program in the U.S."

       - S. Brewer

         Director

         Office of PlanRing and Analysis for

         U.S. Department of Energy

Nuclear Programs

<INTERMISSION - ll:OO --･ 11:10>

[PANEL DISCUSSION - ll:10 - 12:OO]

          Panelists - T. Takaichi General
                            ,
                    and speakers shown

Manager,

above.

FBR EngiReering Office,

LUNCHEON - (12:20 - l4:IO)
:
:

:

:

:

:

[e
l

le
I

l

le
I

le
l

l
a

l

1

i

FILM - (12:40 - 14:10)

At Room AKEBONO               '
South Wing, Hotel Okura

REMARKS:
  T. Komoto
  Minister of lnternational

  Trade and Industry

SPECIAL LECTURE:
  "Science and Society in

  History"

  S. Kimura

  Professor

  Univers!ty of Tokyo

At Iino Hall

Reliability of Reactors

      (JAERI: Japanese)

CriticaEty of FBR "JOYO"

      (PNC: Japanese)

Safety of Cask Transportation

      (Sandia Lab.: English)

Repair of Phenix IHX

      (NOVATOM: English)
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(Afternoon)

SESSION 3 - LWR PLANTS AND FUEL CYCLE QUESTIONS (14:30 -- l7;30)

           Chairman - T. Yoshioka

                      Vice President

                      Japan Atomic Power Co.

  14:30 ChAirman'sNote

  14:45 "DesignImprovementandStandardizationofLWRPIants"

                    - M. Toyota
                      Dlrector and Assistant G6nerai Manager

                      Nuc!ear Power Development Operation

                      Tokyo Electric Power Co.

  I5:15 "ImprovementofPiantFactoroftheLWRPIants"

           (1) PWRs- KF!ijiwara
                        General Manager

                        Nuclear Systems Engineering Development and Projects

                        Department

                        Mitsubishi Heavy Industries, Ltd.

           (2) BWRs- R.Makiura
                        Director & Group Executive

                        Nuclear Energy Group

                        Tokyo Shibaura Electric Co.

<INTERMISSION.- l5:55 -- 16:05>

           Chairmaii - K. Osumi

                     President

                     Sumitomo Atomic Energy Industries

  16:05 "PresentStatusofTechnologicalDevelopmentinUraniumEnrichment
           and Reprocessing in Japan"

                   - T. Amanuma
                     Assistant General Manager

                     Department of Nuclear Fuels Development

                     Power Reactor and Nuclear Fuel Development Corp

                                             '

                               - 13 -



l6:45 "Radioactive Waste Management in the Federal

H. Krause

Head

Department of Radioactive Waste

Kernforschungszentrum Karlsruhe

Republic of Germany"

Management

Thursday, March 16

(Morning)

SESSION 4 - NUCLEAR POWER DEVELePMENT AND PUBLIC ACCEPTANCE

[PANEL

    (9:30 -- 12:30)

   Chairman - Y. Kishimoto

              Deputy Chief Editorial Writer

              The Kyodo News Service

DISCUSSION - 9:30 -- 12:301

   "Public Acceptance of Nuc!ear Power in Germany"

           - T. Roser
             Secretary General

             Deutsches Atomforum, e,V.

   "The Nuclear Situation in Sweden"

           - S. Sandstr6m

             Secretary

             Swedish Atomic Forum

   "Nuclear Power in the United States: The Scope and Trend of the

   National Debate"

           - L O'Dennell

             Assistant to the President

             General Atomic Co.

   "Nuclear Siting and Public Acceptance in Japan" (Tentative)

           - H.Takahashi

             Director

             Nuclear Power Division

             Agency ofNatural Resources and Energy,MITI

   "Bottlenecks of Public Acceptance of Nuclear Power in Japan" (Tentative)

           - S.Tawara
             Writer

                       - 14 -



(Afterfioon)

SESSION 5 - NUCLEAR DEBATE - SAFE"l'Y OF REAC"l-ORS (14:OO t- 17:eo)

Chairman - S. Shibata

Professor

Kyoto University

Director

Research Reactor Institute

[PANEL DISCUSSION - 14:OO - 17:OOI

               - M. Nozawa
                 Head
                 Division of Safety Engineering

                 japan Atomic Energy Research Institute

               - Y. Togo
                 Professor
                 University of Tokyo

               - M. Hattori
                 Assistant Professor

                 Rikkyo University (St. Paul University)

               - T. Tsuchida
                 Assistant Professor

                 Kyoto University

Technical Advisor:

Translators: Mr.

        Ms.
        Ms.
        Ms.

 Mr. Yuzo ENDO

Masumi MURIVVIATSU

Yoshiko YONEKURA
Junko MATSUMOTO
Etsuko KUBO
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3月玉4巳　 （火）

開　会　セ　ツ　シ　ョ　ン

（9　 30～10　 30）

議　：畏 圓城寺
次郎氏（日本経濱新聞社　会長銭本原子力蓬業会議　副会長：）

o大会準騰委員長　挨拶

稲葉秀三氏（産業研究所　理事長日本猿子力嚢業会議　常任理婁）

○原灌会長　所信褻明

有　澤　廣　巳　氏　（日本原子力藩業会議　金長）

o療子力委員長　務感

熊　釜　太三郎
氏（国務大臣　科学技術庁　長宮原子力委員会　委員長）



Tuesday, March 14

OPENING SESSION (9:30 - 10i 30)

e

e

e

Chairman - J. Efijojj

           Chairman

           Nihon Keizai Shimbun

           Vice Chairman

           Japan Atomic Industrial Forum

Opening Remarks by Chairman of the CoRference Program Committee

         - H. Inaba

           Chairman

           Japan Industrial Policy Research Institute

JAIF Chairman's Address

         - H. Arisawa

           Chairman

           Japan Atomic Industrial Forum

Address by Chairman of the Japan Atomic Energy Commission

         - T. Kumagai

           Minister of State

           Chairman

           Japan Atomic Energy Commission



3月14日（火）

　　　　　　　　　　　セッション1「原子力開発の国際的展望」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国際パネル討論）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10：30～18：00）

　核拡散の懸念があるとして，再処理，プルトニウム利粥を無期限に延期するという米国の原子力政策はヤ

世界の原子力の研究開発計画の前途に大きな波紋を投げかけた。そして，それは過宏20年におよぶIAEA

を中心とする三子力乱発の圏際秩序に影響を応えつつあり，各国に塞いて見逸しをもった開発計醗の推進

がむずかしくなってきている。

　本セッションでは，原子力鮪発についての各圏（原子力先進圏，発展途上爾，資源供給国）の政策を明

らかにすると共に，原子力鑑業の健金な発展のための薪たな国際的仕組み等について討論する。

　ζ前　半〕

　　　　　　諏一鰍職氏（撰本原子力発電㈱取締役相談役日本原子力薦業会議　副　　会　　長）

　　　〔発表3

　　　　　　・厚子力発電の展望と国際情勢

　　　　　　　　　　　　　　　　S，エクルン　ド　氏　（圏際原子力機関　事務総長）

　　　　　　・フランスの原子力醜発と国際協力
　　　　　　　　　　　　　　　　A．　ジ　　ロ　　一　氏　　（フランス原子力庁　長官）

　　　　　　。原子力発電と該不拡散
　　　　　　　　　　　　　　　　C．ウオルスキー　氏　　（米圏原子力騰業会議　理事畏）

　ζ後　半凄

　　　　　　議長村・・浩氏（原子力委員会　委　　員B本原子力研究所　鋤理事長）

　　　ご発表3

　　　　　　・米国の核拡散防止政策一規制麟からの見解
　　　　　　　　　　　　　　　　R．ケ　ネ　デ　ィ　氏　（米国原子力規鯖委員会　委貴）

　　　　　　・オーストラリアのウラン敗策
　　　　　　　　　　　　　　　　D．ジ　3　一　　ジ　氏　　（オーストラリア原子力委員会　委員長）

　　　　　　・イランの原子力開発と国際協力の考え方

　　　　　　　　　　　　　　　　A．エテマド氏（イラン源子力庁総戴）

　　　　　　・繊本の原子力開発と国際問題
　　　　　　　　　　　　　　　　薪　　関　　欽　哉　氏　（漂子力委員会　委員）

　　　〔パネル討論〕

　　　　　上記発表者のほかにM．ポップ氏（西独研究技術省エネルギー研究・技術麗発部長）が参加。



                             Tuesday, March 14

SESSION 1 - ATOMIC ENERGY DEVELOPMENT AND l';'S INTERNATIONAL
             PERSPECTIVES (10:30 - l8:OO)

(INTERNATIONAL PANEL)

Heated discussioils have been going on about expansion ef nuclear power and tke risk

of fluclear weapons proliferatioR. Unless effective steps can be taken, international

order in the development of the peaceful uses of atomic energy is jeopardized, in

spite of the fact that over the past 20 years the International Atomic Energy Agency

has laid a firm foundation to ensure safe developinent. In every country it has been

found impossible to proceed wit}i atomic energy development as planned, partly

because of the tmcertainties about deveiopment of the fuel cycie, To resolve this

problem, a number of international or multi-national discussions, such as INFCE, have

been }ield. In Session l, the aim will be to shed light on the future energy needs of

each country, nuclear power development and the various attitudes towayd the

nuclear non-proliferation issue. Speakers will represent various points of view, viz,

nuclear advanced, developing, and natural resources supply countries, including inter-

national organizations. A panel discussion will follow presentations by guests, in the

search for a desirable international framework for the sound growth of the nuclear

industry, conbined with nuclear non-proliferation.

(10:30 t- l2:30)

            ChairmaH -･ T. Ipponmatsu

                        Senior Advisor

                        Japan Atomic Power Co.

                        Vice Chairman

                        Japan Atomic Industrial Forum

- Lectures -

"The Outlook for Nuclear Power and Its International Aspects"

                      - S. Eklund

                        Divector General

                        InternatioRal Atomic Energy Agency

"French Atomic Energy Deve}opn3ent Program and Concept on lnternational Cooperation"

                      - A. Giraud

                        Administrateur G6n6ral D6Iegu6

                        Commissariat a 1'Energie Atomique



"Civii Nuclear Power Without Weapons Proiiferation"

                    - C. Walske

                       President

                       Ato}nic Industrial Forum

 (13:3e -- 16:1e)

           Ckairman- H.Murata
                       CommissioRer

                       Japan Atomic ERergy Commission

                       Vice President

                       3apan Atomic Energy Research Institute

- Lectures -

"U.S. Non-Proliferation Policy: A Regulatory Perspective"

                    - R. Kennedy

                       Commissioner

                       U.S. Nuclear Regulatory Commission

 "Australia and Uranium"

                     - D.George

                       Chairman
                       Australia Atomic Energy Commission

 "Nuclear Power Development in Iran and the Concept of International Cooperation"

                     - A. Etemad

                       President

                       Atomic Energy Organization of Iran

 "Nuclear Power Development in japan and International Aspects"

                     - K Niizelci

                       Commissioner

                       Japan Atomic Energy Commissiofi

   (16:20 ･- 18:OO) (INTERMISSION)

 - PANEL DISCUSSION -

     Panelists -M.Popp,DeputyDire¢torGeneral,Dept.ofEnergyResearch
                 and Technology Development,BMFT, F. R. Germany, and

                 speakers shown above.



[Session-1]

THE OUTLOOK FOR NUCLEAR POWER AND
      ITS INTERNATIONAL ASPEerS

                                    S. Eklund
                                    Director General
                                    Internatlonal Atomic Energy Agency

The paper reviews briefiy the recent evolution of forecasts for nuclear power

capacity in the world and notes the latest downward revisions which have taken

place in some countries.

It contrasts the excellent operating performance of an increaseing number of

nuclear power plants over the last few years with the attitude ofsome segments

ofthe general public towards nuclear power.

A cornparison is made between the trends of n"clear capital and fuel cycle costs

and those ofconventional energy sources. The potentially crucial role ofnuclear

power in closing the energy gap openiBg as a result of a progressive exhaustion of

oil resources is emphasized. A brief review is given ofthe technical developments

of advanced reactor types and especially of breeders as well as of possible achieve-

ments in the fuel cycle field.

The increasing i'mportance ofinterBational co-operation is emphasized aBd the

present and future role ofintemational organizations discussed in some detail.

- 23 -



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔セッシ。ンー1コ

　　　　　　　　　　　原子力発電の展望と国際情勢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際原子力機関

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務総長　　S．エクルンド

　本稿では，昨今の世界における原子力発電開発の進展について概述するとともに，最近数

力国でみられた計画の下方修正について述べる。

　この傾向は，一部の一般大衆の原子力発電に対する態度によるもので，過去数年間あいつ

いで建設された原子力発電所の優秀な運転成績とは対照的である。

　原子力発電と在来型のエネルギー源の資本費および燃料サイクル費について最近の傾向の

比較を行う。進行しつつある石柚資源桔渇の結果として拡大するエネルギー需給のギぐヅプ

を埋めるために原子力発電に課せられた将来の：重要な役割について強調する。このほか新型

炉，とくに増殖炉の技術開発，ならびに核燃料サイクル分野で見込まれる進展について述べ

る。

　増大しつつある国際協力の需要性を強調するとともに，国際機関（複数）の将来の役割に

ついて若干詳しく述べる。
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                                                         [Session-1]

        FRENCH ATOMgC ENERGY DEVELOPMENT PROGRAM[
                               AND
            CC)NCEPT ON INTERNATIONAL COOPERATION

                                A Giraud
                                Administrateur Gen6ral D616gu6

                                Commissariat a 1'Energie Atomique

A number ofbooks and reports devoted to the analysis of future energy needs

were published recently. Almost all ofthem emphasize ofa crisis :production

may not increase enough to satisfy demand;particulai'ly critical appearsthe

problem of oil supplies.

Global prospects demonstrate that nuclear energy is a must. Even with the

reduced present projections, nuclear energy should contribute for some 1500

MTOE to the world energy needsin 2000, and there is no alternative, but a

reduced economic activity, which would be hard for developing countries.

For countries like Japan and France, which hold but limited energy resources

such a prospect carries much concern. Carefu1 planning of future needs and

supplies is absolutely mandatory. France imports over lOO million tons of oil

which represent an expense of more than 1O billion US dollars, this is a heavy

charge on its economy.

Nuclear energy was the only way to restrict dependency on imports and to

limit expenses in foreigB currency. Thusthe Government decided to launch

a n"clear program ofabout 5,OOO MWe each year. But uranigm itselfis a limited

resource and to avoid changing one problem for another one, a large development

effort was carried o"t in orderto turn as soon as possible to fast breeder reactors.

To implement such a program, a strong nuclear industry was needed. For steam

s"pplying systems it is organized around CREUSOT- LOIRE, one of our main

corporations in the mechanical industry. But the national utility and the CEA

take part in the effort. CEA is a shareholder in FRAMATOME, the NSSS con-

tractor and a momentous R & D program is going to improve the system.

A second engineering corporation NOVATOME associates Creusot-Loire,

Alsthom-Atlantique and the CEA for promotion of breeder reactors.

But the reactor is only a part of the whole nuclear effort, the fuel cycle is even

more impotrant when considering energy supplies. A continuous action was

inaintained in orderto master all the steps ofthe fuel cyc!e. Since the early

days, uranium prospection and mine development was performed at home as
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well as overseas. The 1973 oil crisis induced the firm decision to build the

EURODIF enrichment plant, and development of a reprocessing plant for

commercial reprocessing of oxide fuels proceeds at La Hague.

Nuclear energy is a must for rnany countries and our country is decided to help

other to use nuclear energy. Development of peacefu1 uses of nuclear energy

carries only a marginal risk of proliferation. But this is a matter so serious that

efforts are deserved to make the system fullproof. Meanwhile there is no

justification to handle in a specific way those parts ofthe nuclear industry

which do not implicate any specific proliferation risk. Political interference

must thus be reduced to what isjustified.

Nuclear weapons can derive from kighly enriched uranium or from pure

plutonium. It is highly desirable to dispose oftechniques that, while performing

the operation for the peaceful uses of nuclear energy, would not allow the

production of weapon grade materiais. This is the aim ofthe new chemical

process developed by the CEA for enrichinent and of various reprocessing tech-

niques now un,der consideration in the International Nuclear Fuel Cycle Evalua-

tion.

Nuclear energy is necessary to the world energy supply and to economic develop-

ment. Thus, technically advanced countries must not only use it fortheir own

needs, but also help other countries to take advantage of it. PreventioR of pro-

liferation can be insured through development ofcommercial exchange. It is

quite normal for a country to wish guaranteeing its fuel supplies orto add value

to its uranium exports. But to meet the fundamental objective ofeconomic

benefit means building installations of economica! size that can bejustified only

in a smail number ofcountries. Others must obtain guarantee through normal

commercial exchange or participation in large projects. Thus the normal

dynamics ofeconomics provide criteria that prevent undue dissemination. Only

a few points need real constraints easy to negociate once the rightful wishes of

countries are recognized.

Through honest intemational cooperation and increased commercial exchanges,

the world will derive the greatest benefit from nuclear energy,the need of which

grows rnore and more obvious and frustrations will be avoided, thus staking out

the path to peace.
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〔セツションー1〕

　　　　　　　　　　　　　フランスの原子力開発計画と国際協力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フランス原子力庁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長　官　A．ジロー

　最近，エネルギー需要の将来見通しに関する数多くの書籍ならびに報告が出された。大半は一種の危機，

すなわち生産は需要を十分みたすほど拡大できない，とくに石心供給面からみた場合深刻であるとの危機

を強調したものであるQ

　世界的な見通しでは，原子力は必須のものという結論である。現在。ひかえめな見通しによっても，2，000

年の時点で原子力発電は全世界のエネルギー需要のうちの石油換算15億トン分をカバーする。そして開

発途上国には大きな痛手となる経済規模の縮小化以外には，原子力に代わるいかなる解決方法もないとい

われている。日本やフランスのようにエネルギー資源がほとんどない国々は，このような見通しが大変気

になるところである。将来のエネルギー需給計画については慎垂に検討・立案することがきわめて大切で

ある。フランスは年間1億トン，米ドルにして10G億ドル以土に丸いする石油を輸入しているが，これ

は同国の経済にとって非常に大きな負担となっている。

　原子力は輸入偏：重を是正し，外貨を飾約するための唯一の手段となっている。このため政府では毎年約

500万露の規模の原子力開発計画の推進を決定した。しかし，ウラン資源自体は限りがあり，ある問題

を別問題としてすり変えることが起きないよう，可及的速やかに高速増殖炉を利用するための大規模な開

発が進められてきた。

　計画の具体化にあたっては，原子力産業の強化が求められた。NSSS（原子力蒸気供給システム）の製

造のためにはクルーゾロアール社を中心とした再編成が行われた。同社はフランスの機械産業界の大手企

業の一つである。再編成は国営電力およびCEAも加わって行われた。　CEAはNSSSの受注者である

フラマトム社に出資をしているQまた，FBRの開発分野ではエンジニアリング会社であるノバトム社が

あり，これにはクルゾロアール，アルストム・アトランティークおよびCEAが参加している。

　しかし，原子炉は原子力全体では一部を占めるに過ぎず，エネルギー供給を考える場合には燃料サイク

ル：全体の方がさらに重要である。核燃料サイクルの全段階を完成させるための諸活動が継続的に行われて

きている。原子力開発の初期の頃から，ウランの探鉱開発が国の内外で行われてきた。1973年の石油

危機はユーロディフ濃縮プラントの建設，ならびにラ・アーグにおける商業規模の酸化ウラン燃料再処理

プラントの開発の開始を決断させた。
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　原子力は多くの国にとって絶対に必要なものであり，わが国としては他の国がその利用を進めるについ

ては支援を与えることを決めている。原子力の平和利用開発においては核拡散の危険性はほんのわずかで

ある。しかし，これは大変深刻な要素を含んでいるため，核拡散防止が十分に保証されるように尽力する

ことは必要と思われる。

　一方，核拡散にいかなる役割も果していない原子力産業のある部分を，万入の承認が得られないような

方法であげつらうのは妥当とはいえないQしたがって，政治的介入は正当化できる範囲に限ってなされる

べきである。

　核兵器は高濃縮ウラン，または精製プルトニウムから製造される可能性がある。もっとも望ましいかた

ちは，原子力平和利用をすすめつつも，兵器グレードの物質の生産を許さないような技術を開発すること

である。CEAが開発を進めている早しい化学的濃縮法や目下INFCE（国際核燃料サイクル評価）のも

とで検討が進められている種々の再処理技術は，こうした目的にそって取組まれているものであるQ

　原子力は世界のエネルギー供給および経済発展に必要である。したがって，高い技術水準にある国々は，

自圏のためのみにそれを使うことなく，他国もその恩恵にあずかれるよう，援助の手を差しのべるべきで

ある。核拡散の防止は商業的交流の発展を通じて確かなものとなる。ある国が，燃料供給の保証を希望す

ること，さらにはウラン輸出について付加価値を高めたいと希望することは，しごく当然なことである。

しかし，経済上の利益という根本弓標に合致するためには，経済的規模の施設を建設することが必要であ

り，これがなりたつのはわずかな国々においてのみである。その他の国々は，通常の商業的交流ないしは

大規模プロジェクトへの参加によって，これらの保証をえなけれぽならない。

　これらの施設を建設することが妥当かどうかの基準が，通常の経済力学から固まってきて，これらの施

設が不当に建設されることはなくなっていく。

　われわれは，真摯な態度で國際協力を進め，商業的交流をさかんにすることにより，必要性がいよいよ

明白なものとなってくる原子力から莫大な利益を引き出し，フラストレーションを解消し，もって平和へ

の道を確保しようと思う。

　ひとたび国々の希望が合法的であることが確認されてしまえば，各国閤で容易に調整できる現実的な制

約が2，3残されているにすぎないのである。
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                                                       [Session-1l

                     CIVIL NUCLEAR ?OWER
           WITHOUT NUCLEAR W]EAPONS PROLII?ERATION

                                        C. Walske
                                        President
                                        Atomic lndustrial Forum

President Carter's initiatives to slow the spread of new nuclear weapoR states

have caused many nations to review their policies regarding nuclear exports. At

tke same time forty natioRs have joined in ali International Nuclear Fuel Cycle

Evaluation Program (INFCE), in order to study measures "to minimize the

danger of the proliferation of nuclear weapons without jeopardizing energy

supplies or the development of Ruclear energy for peacefu1 purposes."

A major step has been taken by the LondoR Nuclear Suppliers Group of fifteen

nations in setting guidelines for nuclear transfers. These guidelines - which

must now be placed into effect by eaclt supplier kation actiRg independent}y -

set standards for assurances by recipient nations tkat sensitive technologies and

materials will not be used for makiRg nuclear explosives. IAE'A safeguards are

to be placed on all facilities deriving from or "sing the transferred materials

and technologies. The assurances by the recipiekt nation do Rot, howeyer,

include a pledge not to produce nuclear explosives in facilities independent of

the transferred technologies or materials. Nor do the assurances include the

rnore or less equivalent agreemeRt to place all nuclear facilities in the recipient

country under IAEA safeguards, the so-called "full-scope" safeguards.

Both houses of the U.S. Congress have Row passed Iegislation requiring "f"ll-

scope" safeguards as an eventual prerequisite to U.S. nuclear exports. At this

writing a Presidential sigRatttre on the legislation is imminent.

Tlke Carter AdministratioB's non-proliferation po}icy has been described by Dr.

Joseph Nye of the U.S. Department of State as six-proRged:

  (1) making the international safeguards system more effective by insisting

     upon compreheRsive safeguards;

 (2) self-restraiRt in the transfer of sensitive techRologies and materials that

     can contribute directly to weapons uRtil we kave learned to make tkem

     more safeg"ardab}e;

 (3) creation of non-proliferation incentives tkrough fuel assurances and

     assistance ln the management of spent fuel;
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  (4) building consensus about the future structure and management ofthe

      nuclear fuel cycle through studies in the International Nuclear Fuel Cycle

      Evaluation Prograrn;

  (S) taking steps at home to ensure that our domestic nuclear pllicy was con-

      sistent with our iRternational objectives:

      and,last but most important,

  (6) taking steps to reduce any security or prestige motives that state might have

      to develop nuclear explosives.

From the viewpoint of those respoRsible for the development of civil nuclear

power, the new policies, legislation and agreements have much merit, but

unfortuRately have also doRe great harm to civil nuclear programs throughout

the world. Their impact on public opinion has generally been negative, either

arousing unfounded fears associating nuclear power with nuclear weapons, or

instiiling suspicions of an attempted hegemony by the U.S. and other large

nations over nuclear energy.

ln the U.S. itself, the programs for utilizing plutonium through reprocessing

and the breeder reactor are in total disarray. Plans for major reprocessing

plants in Europe and Japan are now subject to the vagaries of U.S. policy

since no commitments have yet been made to release fuel of U.S. origin to

these plants. Countries with smaller nuclear programs are left uncertain as to

whether they will ever receive support from the supplier nations for the use of

reprocessing and breeder technologies.

In this current, uncertain state of affairs it is now time to address what might

be reasonable, negotiable conditions for the civil nuclear world in the year

2000. If we can set out a generally agreed target, perhaps we can better chart

our course toward it.

Clearly any realistic target depends primarily on voluntary agreements among

sovereign nations. Special inducements may play an important, but secondary,

role. Restraints imposed on one nation by others rnay be effective in the short

run, but they can be of little use in the long run.

The nuclear world of 2eOO must provide aft avenue to fulfill the legitimate

nuclear power requirements of all nations. Certainly, ways must be found for

civil nuclear power projects that make economic sense to proceed.
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We should consider now that the nuclear world of 2000 will very likely involve

the reprocessing of spent uranium fuel and the recycle of recovered plutoniurn

to reactors. Measures to protect this recycled plutoniura from misuse will be

acceptable provided tkey give additioRal protectioR comrnensurate with their

cost.

Perhaps it is reasonable to ask nations to forego nuclear projects which are not

in themselves economic, but which increase the world's concerns over prolife-

ration. These include small scale reprocessing and uranium enriciment plants,

which are often desired for prestige purposes or for learning purposes. In

exchange for s#ch restraint personnel from the affected nations could be given

experience in commercial sized reprocessing faci!ities. In that way the learning

purpose of small plants could be alternatively satisfied. Unfortunately, there

seems to be no such sensible cogrse open for enrichment technology which has

been kept secret while reprocessing techRology was being widely published.

This paper also discusses the advantages and disadvantages of requiring adherence

to the Nuclear Non-Proliferation Treaty, or full scope safeguards, as a prerequi-

site to intemational nuclear materiais or technology transfers. The paper also

discusses ltecessary assurances for uranit}m supply, enrichment services and

spent fuel disposaL Finally, institutional and political arrangements that may

prove helpful are considered.
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〔セッションー1〕

原子力発電と核不拡散

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米国原子力産業会議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　C．ウォルスキー

　カ・一ター米大統領による，核保有国の増加に歯止めを掛けようとの発議は，多くの国々に

原子力輸出政策を再検討させることとなった。また，同時に40力国がエネルギー供給の道，

あるいは原子力平和利用の道を閉ざすことなく核兵器拡散の危険を最小限度に抑える方策に

ついて検討するために1NFCE（麹際核燃料サイクル評価）に参加することになった。

　このための主要な下地は，既に15ガ国からなる「ロンドン原子力供給国グループ」で固

められ，原子力資材および技術の移転に関するガイドラインが設けられている。同ガイドラ

インは今後各供給国において施行されねばならないが，要するに，供給されるセンシティブ

な（核兵器製造に転用されうる危験性を秘めた）技術および資材を核爆発物製造の用途には

佼用しないということを被供給国が保証するために設定された基準である。IAEA保瞳描

置は，移転された資材または技術を受けたり，用いたりしているすべての施設に適用される

こととなっている。しかしながら，被供給国による保証とはいっても，移転される技術およ

び資材とは関係のない施設においての核爆発物製造については誓約するところでない。また，

この保証は，フルスコープ的保障措置と言われるIAEA保障措置を，被供給国のすべての

原子力施設にわたって課することに同意する，というものでもない。

　現在，米上下両院では，米国の三子力輸出にかかわる必須前提として，すべてフルスコープ

の保障三三のもとにおくべし，との法案が通過したところである。目下，米大統領による法

案薯名がまさになされようとしている。

　カーター政権の核拡散防止政策は，米團務省のJ．ナイ氏の説明によれば，以下の6項屋に

要約される。

（1）包括的保障措置を堅持することにより，国際保障借置を一層効果的なものとする。

②　より効力のある保障借置であることが認知できるまでは，直接核兵器製造上寄専し得る

　ようなセンシティブな技術および資材の移転を自主的に限定する。

（3）核燃料供給の保証および使用済燃料管理における援助を通じて，核不拡散を促進するイ
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　ンセンティブ（誘困）を創出する。

（4）　IRFCEでの検討を通じて，将来における核燃料サイクルの構想と運蛍についてのコ

　ンセンサスを確立する。

⑤　米国の国内原子力政策は対外原子力政策と整合したものであった点を確証すべく所要国

　内借置を講ずる。

および最後ではあるが最も：重要とみられるもの，

⑥　核爆発物を開発しなければならないとするような，国家安全保障上および上扇上からの国

　家的要請をなくすべく，所要借置を講ずる。

以上である。

　原子力発電の商業利用開発に責任ある人々の観点からすれば，この新しい政策，法律およ

び合意は多くの利点を備えてはいるが，一方で残念なことに世界における原子力平和利胴計

画の進展上非常な弊讐をもたらしている。これらに対する大衆の受げ止め方は一般に否定的

であり，原子力発電と核兵器との関連に関して根拠のない恐怖心をいだかせたり，米国やそ

の他の大国が原子力分野で覇権を握ろうとしている，との疑惑をいだかせることとなってい

る。

　米国国内においても，再処理によって縛られるプルトニウムおよび増殖炉の利用瀾発計画

は混迷の状態にある。欧州および日本の再処理プラント建設計画は，米国原産の燃料を使用

済後自前の再処理プラントにかけるという前例がないため，未だ米国との間でコミソトメ

ントがなされておらず，目下米国のきまぐれな行為のなすがままとなっている。また，より

小規模の原子力開発計画を目ざしている国々は，再処理および増殖炉の技術の使用について、

今後とも供給国から支援を得れるかどうか不明確な状態におかれている。

　こうした昨今の不安定な状況を鑑みるに，今や2000年時点での世界の原子力発電を念頭

においた，理のかなった，話し合いの余地のある諸条件について，具体案を示すべき時期を

迎えているといえる。もし，われわれ誰でもが同意できる目標を打ち出せば，おそらく今後

われわれはより望ましい航路をたどることができる。

　明らかに，いかなる現実的目標といえども，その達成は究極的には主権国家の自発的同意

に委ねられている。誘導させるための特別な行為は，重要ではあるが副次的策と考えるべき
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である。他国がある一国に制約を毒えることは，短期的には有効ではあっても，長期的には

何の価値もない0

　2000年の原子力世界は，すべての諸国が合法的に原子力発電の必要性を達成する指針を

提供しなけれぽならない。原子力発電計画は経済感覚が先行できるような道を求めているこ

とは確かであるQ

　われわれは，原子力分譲においては，2000年には，使用済ウラン燃料の再処理ならびに團収プル

トニウムの原子炉へのリサイクルが行なわれているのであろうということを念頭におくべきで

ある。リサイクルされるプルトニウムが誤った器的に転用されないための方策としては，そ

のコストに見合った付加的防護を実現できるという条件においてのみ受容可能なものとなろ

う。原子力計画がそれ自体経済性を問題としていないようなもので，核拡散の面か

ら世界の懸念を増すような計画であるなら，当事国に対しその計画実施を思いとどまるよ

う要請することは妥当といえよう。この中には小規模の再処理およびウラン濃縮プラントが

含まれるが，これらは国の誠信や知識獲得上きわめて強い欲求の対象となっている。しかし，

こうした誘惑に冒された諸国としては，課せられた制約とひきかえに，商業規模再処理施

設において技術的経験を得る機会を持つことも可能であろう。このような形態を採れば，小

規模プラントに求める知識獲得上の欲求は代替的に満足されよう。残念なことに，再処理技

術に対して広く仰けに門戸を開いてるのとは異なり，秘密裡に扱われている濃縮技術のため

の適切なコースはなさそうである。

　本稿では原子：力資材や技術の国際的移転の際前提となる，フルスコープの保障措置ともい

える，NPT（核拡散防止条約）に付随するところの必須要目の利点と欠点についても議論

したい。また，ウラン供給，ウラン濃縮サービス，および使用済燃料の処分等の分野におい

て要講されている供給保証の問題についても触れたいQ最後に役にたつであろう制度上およ

び政策上の措置について考えてみたい。
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                                                        [Session-1]

                   AUSTRALIA AND URANIUM

                                   D. Geo rge
                                   Cltairman
                                   Australian Atomic Energy Commission

Australia's nuciear policy is based on four fundamental considerations, namely:

  e theneedtoreducetheriskofnuclearproliferation;

  e theneedtosupplyessentialsourcesofenergytoanenergydeficientworld;

  e theneedtoprotecteffectivelytheenvironmentinwhichminingdevelop-

     ment wM take place;

  e theneedtoensuretheproperprovisioRismadeforthewelfareand
     interests ofthe Aboriginal people of Alligator Rivers Region and of all

     other people living ln the RegioB and working in developiinent projects.

This discussion concentrates on the first two points and describes the progress in

the implementation ofthe GoverRment's policy in this area.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔セッションー1〕

　　　　　　　　　　　オーストラリアのウラン政策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オーストラリア原子力委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　D・ジョージ

　オーストラリアの原子力政策はつぎの4基本方針を踏まえているQ

Q　核拡散の危険性の溺減

Q　「エネルギー不足の世界」への必要なエネルギー資源の供給

O　鉱山開発予定地域の環境の効果的な保護

Q　アリゲーター・リバーズ地域の原住民（アボリジン），同地域のその他の住民ならびに

　開発計囁従事者の福祉と利益に対する適切な法規定での保証

　ここでの議論は初めの2つの項邑に中心を置き．この分野における政府の政策の進展状況

を説明する。
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                                                     [Session-1]

         NUCLEAR POWER DEVELOPMENT IN IRAN
                           AND
     THE CONCEPT OF INTERNATIONAL COOPERATION
                                  A. Etemad
                                  President
                                  Atomic Energy Organization of Iran

lran's decisioR to enter the nuclear field:

The process of socio-economic development generates an everincreasing need

for a long-term,independent and stable energy policy. The loRg-terrn energy

policy of Iran is based on the fundamental consideration outlined below:

a. TherapiddepletionofIran'soilreservesandtheworseningofworldoil
    supply-demand balance to a critical point in a Rear future, as well as,

    preservation of Iran's energy independence.

b. Gradualdeparturefromdependencyonoilandsubstitutionoffossilfuel
    through energy diversification.

c. Long-termindicationsofiRcreasingcostsofgeneratingenergyfrom
    conventional fuels.

d. Increasingcomplexityandburdenofcapitalformationfortheutilization
    of advaRced energy technologies, such as the nuclear energy.

e. Activeresearchforlong-termalternativesourceofenergywithparticular

    emphasis on renewable sources. '

£ Rapidandsizableuseofnucle3reRergyastheonlyviablealterRative.

II. The

a.

b.

c.

overall objectives ofthe Atornic Energy Organization of Iran:

Generation of nuclear energy to provide the base-load electricity need of

the nation.

Securing the long-term fuel needs of Iran's nuclear energy program.

Utilization of nuclear energy in agriculture, medicine, etc.
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d.

e.

Providing the necessary basis for a successful transition to alternative

sources ofenergy through research and development work and training

ofmanpower.

Provisions of appropriate regulatory functions for the safe use of nuclear

energy.

III. Energyrequirementsoftheworld: The need and the Challenge

Energy is the most important singie factor in the economic life ofthe industri-

alized and industrializing nations. With everincreasing demand for energy, and

with depletion of world's fossil fuel supplies at a frightening rate, it is now

evident that most, if not all, ofthe nations ofthe world will have to depend

on Ruclear power as the only feasible long-term sogrce of energy.

Nuclear techno}ogy holds great promise forthe developed aRd developing

wor}d for it can extensively contribute to national development in many

sectors. However, for the world as a whole, and for develophig world in

particular, the challenge has not been devoid of various problems and

numerous complexities. Many ofsuch constraiRts stem from the inherent

nature of nuclear technology;others are the products ofinternational politics

and economics.

The study of problems such as technological complexities of transfer, fuel

cycle, manpower training, safety, safeguard and waste management and

public issues, will give us insight to tke very nature of these problems.

IV. Concept ofcooperation and the iteed for aR international framework.

a. The need and necessity for cooperation.

b. Framework and grounds within which effective international coope-

ration can be promoted.
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〔セッシ。ンーiコ

　　　　　　　　　　　イランの原子力開発と国際協力の考え方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イラン原子力庁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総裁　A・エテマド

1．イランの原子力分野への進出決定

　社会・経済開発の過程では，長期にわたる自立した安定なエネルギー政策の必要性が絶

えず増大している。イランの長期エネルギー政策はおよそ次のような基本的考えにもとづい

ている。

　a・イランの石油埋蔵量が急速に澗渇，また，近い将来には世界的な石油需給バランスが

　　悪化し極限に達する。これに対応するためイランのエネルギー自立を確保しておく。

　b．エネルギーの多様化によって石抽への依存度を徐々に低減し，また化石燃料に代替す

　　る。

　c．長期的にも在来燃料のエネルギー生産コストの上昇がみられる。

　d．原・子訓言の先端エネルギー技術を利用する上での資金調達の複雑化と負担の増大

　e・再利酒可能な資源にとくに重点をおき，積極的に長期代替エネルギー源を研究する。

　f．唯一の現実的代替エネルギーとしての原子力を急速かつ大規模に利用する。

E・イラン原子力庁の饅的

　a．国家のベース・ロ・一ド電力需要を満たすための原子力発電

　b・イランの原子力計画の燃料の長期的な確保

　C．農業・医療等の分野での原子力の利用

　d。研究開発作業と人材養成にあたって代替エネルギー源への円滑な移転に必要な基礎を形

　　成すること。

　e．原子力の安全な利用のための適切な規制

狙．世界のエネルギー需要：必要性と課題への挑戦

　先進国ならびに発展途上国の経済生活においては，エネルギーは最も重要なファクターを

なすものである。絶えず増大するエネルギー需要からみても，世界の化石燃料の驚くべきス

ピードでの澗渇状況からみても，全部とはいえないまでも，世界の国々の大半は，唯・一の可
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能性のある長期的なエネルギー源として原子力に依存しなければならなくなると思われる。

先進国にとっても発展途上諸国にとっても，幾多の分野で国家の発展に広く貢献できる意味

から，原子力技術は輝しい前途を有しているGしかし，世界全体としてみた場合，そしてと

くに発展途上国についていえぽ，原子力開発には諸々のおびただしい複雑な問題がつきもの

である。こうした制約の多くは原子力技術嗣有の性質によるものであり，その他の制約は国

際政治・経済の産物である。

　移転に関する技術的な難点，燃料サイクル，人材養成，安全姓，保障措置と廃棄物管理，

そして公衆論争といった課題の検討によって，これらの問題の核心を澗察することができる。

W．協力の考え方と国際的仕組の必要性

　a．協力の必要性

　b．国際協力の推進に効果的である体制ならびに基盤
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（セソションー1）

　　　　　　日本の原子力開発と国際問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原　子　力　委　員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員　新　関　欽哉

原子力をめぐる最近の国際情勢

摂本における原子力開発状況

エネルギー問題と核燃料サイクル

核兵器拡散防止に対するわが国の態度

原子力開発の国際的展望（1NFCEを中心として）
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3月15臼（水）

セッション2「高速増殖炉開発一実用化への展望」

　　　　　　　　　（国際パネル討論）

（9：00～12：00）

　日本をはじめ多くの国々は，核燃麟資源の有効利稽等の観点から，高速増殖炉の実胴化をめざして，大

規模な研究醐発を進めている。縢本では，実験炉「常賜」が順調に運転しており，次いで原型炉「もんじ

ゅ」の建設も近く始まろうとしている。また，欧粥やソ連では，すでに原型炉が運転。建設中であり，近

い将来の実稽化が期待されている。

　本セッシ3ンでは，屠本，フランス，ソ連，米国の代襲による高速増殖炉露発計爾の発表と高速増殖炉

の縫済性，笑用化の疇期と技術麗発上の問題等について討論する。

議長　移｝藤俊夫氏

〔パネリスト）

　　　　　蟹．ロー・ゼノルク

　　　　大　山　　　　彰

　　　　　N．クラスノヤロフ

　　　　　S．フルーワー

　　　　高　　葡　　利　夫

（関覆電力㈱　翻社長）

氏
氏
氏
氏
氏

（フランス　ノバトム社社長）

（動プヲ炉　●核昌講多1…慧算業匠錆　　理事　）

（ソ達原子力利用国家委員会原子炉研究所　醐所長）

（栄圏エネルギー省　原子力謝緬・分析部長）

（FBRエンジニアリング事務所　廣長）



                          Wednesday, March 35

SESSION 2 - DEVELOPMENT OF FAS`;' BREEDER REAC'T"ORS - PROSPECTS
             FOR COMMERCIALIZATION (9:OO - 12:OO)

(INTERNATIONAL PANEL)

Many countries are going ahead with extensive FBR research and development, with

the purpose of ensuring maxiiiRum utilization of nuclear fue! fesources, etc. Japan's

experireental FBR, "Joyo;' attained critica}ity in Aprg, and construction of the

pretotype FBR, "Moaju," is dge to begin sooR. Now is the appropriate time te

discuss FBR development in succession to Mooju. In Europe and in the USSR,

commercialization is expected in the near futuye. Speakeys from France and the

USSR, where remarkable progres$ has been m3de in developing the FBR, as well 3s

US and Japanese speakers, will present papers. on the present status and future

programs, to be foliowed by a panel discussion on the £iming of the introduction of

FBR into the power systera, the econofRics and role of FBR, and technological

questions. A commentator from Japan is being invited te take part in the discussien.

           Chairman- T.Ito
                      Vice President

                      Kansai Electric Power Co.

IPANELISTS]

                   - M.Rozenhole
                      Director General

                      NOVATOME

                   - A.Oyama .
                      Director
                      Power Reactor and }sluclear Fuel Development Cofp. (PNC)

                      General Manager

                      Fast Breeder Reactor Development Project,PNC

                   - N.Krasnojarov

                      Deputy Director

                      Scientific Research Institute of Atomic Reactors

                   - S.Brewer
                      Directo'r

                      Office ofPlanning and Analysis For Nuclear Programs

                      U.S. Department of Energy

                   - T.Takaichi

                      General Manager

                      FBR Engineering Office



                                                         [Session-2]

        ' FBRDEVELOPMENTINFRANCE
            AND PROSPECTS FOR COMMERCIALIZATiON

                                         M. Rozenholc
                                         Directeur G6n6ral

                                         NOVATOME

A short review of the French energy reso"rces is given conciudiRg that a

nuclear plant program is needed iR order to avoid a too large energy dependency

and to improve the balance of payments. The uranium domestic resources are

important but insufficient to cover the foreseeable electric energy needs.

[l]he French poiicy will increase the incentives for energy saviRg, aRd develop

"new energies" as geothermal and solar and to consume as completely as

possible the availab}e uranium in fast breeder plaRts.

The European EcoBomic Corflmunity situation is about the sarne as the French

situation with some differences oR ore resources but not significant on the

long range. The Japanese situation is also comparable and all these countries

have, in fact, a common interest in deveiopiRg fast breeders.

                        stIn France, the Commissariat a 1'Energie Atomique, Electricite de France and

the Nuclear Industry have cooperated since the early sixties in the fast breeders

development program.

After the Rapsodie experimental step, the 250MWe Phenix demonstration plant

is the first step of comrnercialization.

A short description of Phenix is given with the main results obtained since July

1974. A special attention is focussed on the repair of the interrnediate heat

exchangers: this operation showed that it iS easi}y possible to work without

special precaution on this poo} type reactor component after 2 years of opera-

tibn due to the good washing and decontamination process used.

The French prototype for the commercial fast breeder plant, Super-Phenix, was

ordered in March 1977 by Nersa (51% EDF, 33% ENEL, 16% SBK) and is
under construction at the Creys-Malvilie site.

Now, more than 80% of the orders for parts of the plant have been placed

and the construction progresses satisfactorily.
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The industrial organization put in place for the commercial deployment is

already operating for the Creys-Malville plant.

This organization is described and also the links between the industry and the

CEA in charge of research and development.

In 1977, a set of agreements were signed between organizations from continental

western Europe for pooling the know-how, harmonizing the research program,

organizing an industrial cooperation between constructors in the fast breeder

reactors field. These agreements will be a good basis for the commercial deploy-

ment of fast breeder in France, Federal Republic of Germany, Italy, Belgium

and the Netherland. This organization is also prepared to enter into license

agreements and exchange of kBow-how with any interested party.

In France, the only customer of fast breeder plants will be Electricit6 de

France. This public utility has shown its interest in the fast breeders since the

beginning of the French program by participating to the Phenix funding and

by adding its own R and D effort to that of CEA.

The working program of Electricit6 de France for the fast breeder deployment

is based on the use of the whole plutonium built up in its light water reactors

plants already in operation or under construction.

This means that it is posslble to foresee a progi-am of orders leading to 8000

to IOOOO MWe in operation before 1995.

The preliminary studies of the nuclear boiler for this series of plants are at

their fiBal stage and the desigR is now beginning for a plant having a power

betweeR 1200 and 1500 MWe.

During the same time, studies are developed for designing plants able to under-

take fabrication and reprocessing of the fuel needed for this first series of

nuclear piants. This design is based on the know-how acquired during the

operatioR of pilot piants used for the Rapsodie and Phenix fuel cycle and at

the occasion of the reprocessing at La Hague of irradiated fuel from light water

reactors.

A major emphasis is p}aced in studying what is needed for decreasing the costs

with respect to those of tke prototype Super-Phenix aRd for reaching the

competitivekess for the fast breeder plants.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔セソションー2）

フランスにおける高速増殖炉開発計画一実用化への見通し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノバトム社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社長　M．ローゼノルク

　フランスのエネルギー資源について簡単にレビューし，結論として，エネルギー供給を海

外に過度に依存することを回避し，国際収支を改善するためには，原子力開発を進めるべき

であると述べる。国内のウラン資源は重要である。しかし，残念ながら予見される将来の電

力需要をカバーするには不十分である。

　フランスとしては，エネルギー節約のための誘因を増大させ，地熱および太陽熱といった

「萩エネルギー」を開発し，また利用可能なウラン資源をFBRを用いて最大限に有効利用

する政策をとる。

　ECの状況も，鉱石資源においては若干の差異はあるが，ほぼフランスと同様であり，長

期的にみれば大差ない政策といえる。旦本の状況も同様である。そしてこれらすべての国々

はFBR開発において共通の潮害関係を有しているG

　フランスではユ960年代初期以来，CEA（フランス原子力庁），　EDF（フランス電力

庁）および原子力産業界が協同してFBRを開発してきたQ

　ラプソディー炉による実験段階を経た後，25万kWeのフェニソクス実証プラントによって

商業化への第一歩が踏み出されている。

　フェニソクスについては，1974年7月以降に得られた主な成果について若干述べる。中

間熱交換器の修理についてはとくに紹介したい。これにより2年間にわたる運転後，この種

のプール型炉の機器は洗浄や除染面での成績が非常によいので特別の予防措置を講じなくて

も容易に作動することが確かめられている。

　商業用FBR原型炉スーパー・フェニソクスは1977年3，月，NERSA社（フランスの

£DF51％，イタリアのENEL33％，西独ほかのSBK16％）から発注され，目下

クレイ・マルビルに建設中であるQ同プラントの80％以上の分が発注済みであり，建設は

満足すべき進捗をみている。商業政策上の配慮からとられた産業体制がすでに，クレイ・マ

ルビルの施設の完成に向けて動き出しているQその機構について述べ，また研究開発を担当
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しているCEAと産業界との連携について紹介する。

　1977年には，西ヨーロッパ大陸の関係機関の間で一連の協定が調印され，FBR分野に

おけるノウハウのプール，研究計画の調整，契約者間の産業面での協力が図られることとな

った。これらの協定は，今後，仏，独，伊，ベルギー，オランダでのFBR実用化において

格好の基盤となるものとみられる。新組織は，関心を示す絹手先があれば，ライセンスとノ

ウハウ交換の協定を締結する用意がある。

　フランスではFBRの羅客としてはEI）Fが唯一となる。この公共電力事業者は同国にお

けるFBRの開発当初よりこれに関心を示し，フェニックスに出資するとともに，　CEAに

対しては独自の研究開発の成果を提供してきている。

　EDFのFBR導入計画は，前提として既に運転中あるいは建設中の軽水炉で生成される

プルトニウムを町勢的に使用することになっている。

　したがって，同計画では1995年以前に合計800万～1，000万kWeオーダーのFBR導

入が可能ということになる。

　これら一連の，プラントの原子力ボイラーについての予備的研究は｝最終段階を迎えてお

り，現在120万～150万kWe級プラント用の設計に入っている。

　これと平行して，第一期着工分のプラントに必要な燃料成型加工プラントおよび再処理プ

ラントを設計するための研究が行われている。この遂行に際しては，ラプソディー，フェニ

ックス，および軽水炉燃料を取扱っているラ・アーグ再処理プラントでの運転経験および取

得ノウハウを設計に活かす方針となっている。

　特に力を入れているのは，スーパー・フェニックスのコストを引下げるには何が求められ

ているのかを検討し，FBRの競合性を得る点にある。

　フランスでの開発計画，産業編成，プラント建設の作業計画によれば，FBRは来たる10

年間に商業化する方向に進むことは明らかといえよう。
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〔セッションー2〕

わが国の高速増殖炉開発計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動力炉・核燃料開発事業団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事　　大　山　　彰

　わが国の高速増殖炉は，昭和42年来，国のプロジェクトとして動燃事業団が中核となっ

て実験炉および原型炉の開発をす．すめてきた。

　実験炉「常陽」（5万KWt）は昨年4月臨界に達し，低出力試験を行ってきたが，近く全

出力運転に達する予定である。原型炉「’もんじゅ」（30万KWe）は，詳細設計をすすめ

ており，今後，環境審査，安全審査をへて着工することにしている。

　これらに関連する研究開発は動燃大洗工学センター，原研，メーカー一などですすめてきた

が，とくに燃料，蒸気発生器，燃料取扱装置，ポンプ等主要部については，実規模あるいは

大型の試作品をつくり，その性能試験を行ってきたQ

　「もんじゅ」については，今後，環境審査，安全審査のほか，建設に対して地元の了解を

うること，多額の資金手当，メーカーとの契約交渉など多くの課題があるが，これらを1つ

1つ踏破して一刻も早く着工にこぎつけたい○

　「もんじゅ」完成後，実証炉（100万KWe級）の建設をすすめるが，そのための本格

的設計，研究開発に早期に着手し，建設主体をきめてゆく必要がある。実証炉につづいて初

期実用炉（100万KWe級）の建設をすすめることとなるが，その運転開始は昭和70年

頃であり，これが実用化の第…歩となるり

　これら炉の開発と並行して核燃料サイクルの完成を図る必要がある。「常陽」「もんじゅ」

の燃料加工は動燃で行ってきたが，今後いかにそれを企業化してゆくかは大きな問題である。

高速増殖炉燃料の再処理については，昭和50年から開発に着手し，昭和60年頃にパ・fロット

・プラントを完成するべく努力している。国際協力は米，独，仏を相手国として順調にすす

み，成果をあげている。

　高速増殖炉は，将来わが国のエネルギーの安定供給にきわめて大きな力を発揮することが

期待されるものであり，この期待にこたえるべく，今後その技術の完成に努力してゆきたい。
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3月15環（水）

　　　　　　　　　　セッション3「軽水炉システムの現状と課題」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（講　　　演）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14：30～17：30）

　軽水炉システムについて，日本および海外諸国の技術進歩をレビューするとともに，最も関心の高い軽

水炉の稼働率向上ならびに安金性，信頼性向上のための対策，ウラン濃縮，再処理，廃藁物管理について，

現状の報皆と今後の麗発方向を明らかにする。

　議　長　　吉　岡　俊　男　氏　（瞬源子力発電㈱　副社長）

　議長イントロダクション

　軽水炉グ）改良標準イヒ

　　　　　　蜘正敏氏（欝欝繋、瞭長）

軽水炉の稼働率向上への努力

　　（1｝　力麺圧水型炉…

　　　　　　灘菊駈（三菱霊工業㈱原動機事業本部　原子力技術錦長）

　　（2｝　汚諄彦難・水鐙炉

　　　　　　牧灘太郎氏（籍灘鎌難締役）

　議長　大隅改介氏（住：友原子力エ業㈱社長：）

　日本に：おける濃縮・再処理の技術麗発の現溌

　　　　　天沼　僚氏（動力癖・核燃穣騰発事業趨核燃料鞠発本都　翻本部長）

　薦独における放射性廃棄物管理

　　　　　　H．クラ　ウゼ　氏　　（塁財虫カールスルーエ研究所　廃棄物覇究麗発都長）



Wednesday, March 15

SESSION 3 - LWR PLAN"f'S AND FUEL CYCLE QUESTIONS (l4:3e - 17:30)

In this session tkere will be an overall review ofmajor techRological deve}opments witli iight

water reactors, the fuel cycle in Japan and overseas, and questioits yet to be resolved in this

field. A representative ofthe elecnic power industry will discuss the operation of LWR

plants in Japan and measures to improve the availability facter.

A representative of the maRufacturers will present a paper on plans for design improvement

and standardization of rwR plants. ARotherJapanese speaker will deal witk technological

pyogress made in the development ofthe fuel cycle,especially in enrichraent and reprocessing,

aimingte clarify the pattern of future development. A German expert will present a paper on

radioactive waste management.

(LECTURES)

           Ckairman - T. Yeshioka

                      Vice President

                      Japan Atomic Power Co.

Chairman's Note

"Design Irfiprovement and Standardization of LWR PIants"

                    - M. Toyota

                       Director and Assist3Rt Genera} Manager

                      Nuclear Power Development Operation

                      Tokyo Eiectric Power Co.

"Improvement of Plant Factor of tke LWR PIants"

<1)

(2)

PWRs -

BWRs -

K. Fejiwara

General Manager

Nuclear Systems EngineeriRg

Department

Mitsubishi Keavy lndustries,

R. Makiura

Director & Group Executive

Nuclear Energy Groitp

Tokyo Shibaura Electric Co.

Development

Ltd.

and Prejects
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軽水炉の改良標準化

〔セッションー3〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京電力㈱取締役
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原子力開発本部劇本部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊　田　正　敏

　わが国においては，長期エネルギーの安定確保のためには，原子力発電の開発に重点をお

かざるを得ない実状にある。そして原子力発電としては，今後20年間は軽水型原子力発電

所が主軸となると考えられるが，その稼働率の実績は必ずしも満足すべきものではない。

　したがって，従来の建設および運転経験に基づき，安全性，信頼姓の向上，放射線被曝の

低減および自動化，遠隔化などによる保守点検の的確化により，稼働率の向上をはかるため

の改良を行い，その成果をおりこんで標準化をすすめ，もって軽水炉技術の定着をはかるこ

とが強く要請された。

　このため，昭和50年6月通産省に原子力発電設備改良標準化調査委員会が設置され，官

艮一体となって，軽水炉技術定着化のため，第1次改良標準化の作業がすすめられており，

また，これと併行して，安全審査，工事認可に関連する標準申請書の検討もすすめられてお

り，今後建設を予定している軽水炉原子力発電所には，その成果に基づく標準設計が採用さ

れることになっている。

　この第1次標準設計は4，5年闘固定することを考えているが，これに引続き，この間の

技術開発の成果に基づき，さらに改良を加え標準花をはかる第2次標準化の作業も併行して

すすめている。

　標準化の範囲は，第1次標準化では主として原子炉蒸気発生設備に限定するが，第2次で

は原子炉系全体に拡大することを意図している。また，設計蔭では従来の設備面の改善に加

え，炉心設計の改善，負荷応答性の改善などについても検討し，さらに稼働率向上のため，

設備薩の改善方策に加えて，許認可および検査手続の効率化などの制変面の見直しならびに

定検作業の工事管理のあり方についても検討することとしている。

　本講演では，以上の観点から，標準化にあたっての基本的考え方，標準化によって得られ

るメリ。トおよびデメリ。ト，改良標準化のための設計および設備強の具体的改良方策，標

準化の範囲，標準化をすすめるにあたっての国・設置者およびメー一力の役割についてふれ，
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また今後の課題として稼働率向上のためにとるべき制度面および工事管理面の改善について

その検討の方向性についても説明する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔セッションー3〕

　　　　　　　　　軽水炉の稼働率向上への努力（加圧水型炉）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三菱重工業㈱原動機事業本部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原子力技徳部長　藤原菊男

1．国内加圧水型軽水炉（PWR）の運転実績

　現在7基の加圧水炉が稼働中であり，国内の連続運転記録によると，高浜2号機の265

日をはじめ軽水炉の上位5位迄を加圧水炉が独占するなど良好な稼働状況を示している。し

かし初期の輸入プラントの長期停止等により，全プラント平均の時間稼働率は昭和52年は

50％程度であり全体としては満足な状態でない。

2，稼働率抵下の主要因

　加圧水炉の稼働率を低下させている主要因は，蒸気発生器伝熱管の局部霊肉腐食，燃料棒

の曲り，および炉心バッフル板接合部間隙からの横流れ水流による燃料棒の損傷である。そ

の後のプラントではこれら問題への十分な対策を実施しているが，初期プラントでの原因究

明の過程で行われた蒸気発生器伝馬管の全数渦電流検査，燃料集合体の全数外観・漏洩検査

および炉心バッフル板の閥隙計測がその後のプラントの定検にも実施されており，定盤期間

長期化の要因となっている。

3，機器の信頼性向上のための対策

　稼働率低下の主要因であった蒸気発生器伝熱管の局部減軽腐食は，蒸気発生器二次側の水

処理を燐酸塩処理からボラタイル処理（AVT）に変更するとともに，水質管理を強化する

ことにより再発防止対策は完了した。運開後水処理を切換え燐酸塩の洗浄排出が十分でなか

った一部のプラントでは，残留燐酸塩の後遺症対策に努力中である。

　欧米にみられる心土管のデンティング現象は国内プラントでは，水質管理が良好であり起

こっていない。しかし今後製作する蒸気発生器にはデンティング対策も組込み万全を期すこ

とにしている。

　燃料棒の曲り対策として燃料支持スプリングの拘束力の緩和等を実施し，曲りは軽減して

いる。今後の新設プラントでは，燃料棒支持闘隔を狭めた燃料の採用により曲りを十分に解

消できる。
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　炉心バソフル間隙からの横流れ水流による燃料棒損傷の再発防止対策としては，定検時に

バッフル板接合部間隙を測定し，万一基準値を超えるものは間隙を手直ししている。今後は

横流れ水流をなくするよう本質的な設計改善を行った炉内構造物を採用する方針である。

4，定検作業エ程短縮のための鰐策

　現在国内既設プラントでの解列から併入迄の平均の定検期間は100余日であるが，蒸気

発生器と燃料の信頼性向上の結果，設備・工具の改良とあいまって，全数検査を実施しても

90日未満で定検が終了したプラントもある。

　原：子炉容器蓋の開放・復旧，燃料検査および蒸気発生器伝熱管検査等の定検期間短縮への

寄与が大きい項翻を：重点に関連設備・工具の改良と増強を図り，今後建設するプラントでは

60～70日程度の定検の実現を可能とするよう考えている。

5．　稼働率向上のための努力（まとめ）

　これ迄に経験した問題の再発防止鰐策は軌道に乗っており，これら機器の信頼性向上によ

り，平均稼働率70％は近く達成出来ると考えている。

　定検期間短縮を目的とした設備面の改善と増強を図ることにより，平均稼働率は更に80

％程度に面向⊥：できるQ

　更に，欧米並の言忌内容，労働条件などを指向した行政・制度面の変更が実現すれば，尚

一層の高稼働率達成も不可能ではないと思う。

以　　上
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PWRプラントの実績
昭和53年2月調べ

メーカ 運開な　らびに定期検査　　　　　　　（昭和）1次冷卸系

求[プ数
発電所名

定格出力
lWe 欧系 2次系 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59

2 美浜1号 34G WH 三菱 曇 ㊧ ㊧ ㊧ ㊧

2 蘂浜2号 500 三菱三菱 ☆ ㊧ ㊧ ㊧i

3 高浜1号 826 WH 三菱 芸 ㊧ ㊧i

2 玄海1号 559 三菱 三菱 器 ㊧ ㊧；
｝

3i葛浜2号 826 三菱 三菱 曇 ㊧ ㊧… i
ヨ　i3i美浜3号

826 三菱 三菱 器 ㊧： i

　≡Qi伊剤号 566 三菱 三菱
9☆．… i

4 大飯【号 目75 WH 三菱 ：☆

4 大飯2号 ll75 WH 三菱 ☆

　FQ陣方2号 566 三菱 三菱 ☆

→・陣・号 559 三菱 三菱 ☆

・1川内1号 890 三菱 三菱

1

☆

H予定
　☆：運開
　㊨：定期検査

軽水炉の連続運転記録

1．高浜2号機 256日 PWR　826MW 52．4．9～52．12．21

2．玄海1号機 251日 PWR　559MW 52．　葉　．　24　　～　　52．　10．　1

3 ’’ 243日 PWR　559MW 51．3，2～51．10．31

4．高浜2号機 21旧 PWR　826MW 51．3．3～5L　9．29

5．美浜2号機 ！87日 PW墾～500MW 50．遷2．23～　51．　6．26
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PWRプラントの時間稼動率および設備利用率

時
間
稼
動
率
お
よ
び
設
備
利
用
率
（
％
）

プラント

出力MW

（昭和52年1月～12月）
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@　　　　注）時間稼動率
設備利用

伊方1号 玄海1号 高浜2号 美浜3号 美浜2号 高浜1号 美浜1号

ら66 559 826 826 500 826 340

国内PW農プラントの運転状況（醐靴停止率〉
葡～52年度上期（昭和52年9月30日現在）
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稼動率低下の主要因並びに信頼性向上のための対策

項　　目 現　象 稼動率低下の主要因 療　　因 信頼性向上策

○原因究明 02次系水処理変更

伝言管の
○伝熱管全数全長 （PO4→AVT）

蒸気発生器 ECT 局部リン酸の濃縮
局部減肉

○補修工事

「　　○スプリングの改良

燃料集合体全数 燃料棒の拘束 ○グりツドスパンの
曲　　　り

外観・漏洩・検査 変更

o偏肉制限

燃　料　棒 、

o原因究明
○炉内構造物のギャ

○バッフル板接合部
ツプピーニングの

被覆管損傷 振動摩耗 実施
閣隙測定

○炉内構造物の構造
○補修工事

変更

定検工事計画と実績比較
初期プラント例

計画

実績

解列

i5 24　　　　　　　i6　　　5　　　15
陵
霧
i
　
疑

　　　　　　　　　　　併入
@　　　　　　　　　　75日間

15 40 23 7 22 107日間

最近のプラント例

計画 2i

原
子
炉
開
放

脱
ガ
ス

32 19 6

　1リ『

／召／

　ト

12 90日間

水
　
圧

原
子
炉
復
旧

　
「
－
一
，

燃
料
装
荷

燃
料
検
査

も
し
く
ま

％
E
C
T

燃
料
移
送

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ

／

実績 2i 30 17 6．5　　il。5 86日間
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定検作業工程短縮のための対策例
現状プラント 定検日数iGO余日間

脱　　原

K　　子

X　炉

@關@放

燃　％も燃　燃
ｿ　　ε　し料　料
ﾚ　　C　く　検　　装

浴@　丁　は査　荷

原　　水
q炉　　圧

恚

Y
診
「
卜

㌣
ト
す
プ

畢
原子炉関係の三遠例
（1）スタッド取扱装置の改善

②上蓋取付品着脱作業の改善

（3）キャビティ作業の改善

畢
原手炉関係の改蕃例
（1）スタッド取扱装置の改善

（2）上蓋叡二品藩脱作簗の改善

（3｝キャビティ作業の改善

将　来
プラント

蒸気発生器関係の改薯例

（1）検査装置の改善

②ECT準備作業の改善
（3）水室内作業の改善

燃料検査関係の改蕃例

（D燃料取扱装置

②燃料敢扱作業の改善

定検日数6G～70日間

脱　　原
K　　子

X　炉

@開@放

燃　％も燃　燃
ｿ　E　し料　料移　　C　く検　装送　　丁　は査　荷

原　　水
q　　1王

F
復
旧

り
1
ク
㌃
ト

ヒ
1
ト
て
プ

年
次
別
平
均
プ
ラ
ン
ト
稼
動
率
（
％
）

10｝

80

70

60

50

稼動率達成目標とその対策項昌

蒸気発生器，燃料等の

信頼性向上

　　　　定検制度面

　　　　①蒸気発生器，燃料の

　　　　　抜取検査

　　　　②欧米並みの制度・条件

門川関係

設備面の改善

1977～i98〔｝

年　　代

1983～1985

第1次・第2次改良標準

プラントの運開
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〔セッションー3〕

軽水炉の稼働率向上．への努力（沸騰：水型炉）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京芝浦電気株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取締役原子力事業本部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧　　浦　　隆太郎

　原子力発電所の稼働率を向上させることは電力の安定供給の上からも不可欠のことであり，

また原子力発電コストの低減という見地からもきわめて璽要で，これは，さらには大きくは，

わが国全体のエネルギーコストを下げる手段であると考えられる。

　また原子力発電所の場合，何かのトラブルで停止しても直ちにニュース・バリューのある

とり．上げ方をされる。さらに長期間の停止ともなれば，停っていること自体で一般大衆に不

安感を与える一方，電力会社の収支面を直ちに圧迫することになる。これらは大局的に見て

わが国の原子力発電開発のテンポを遅らせることにもなってくる。

　したがって，われわれ炉メ～カーは現姦最優先の仕事として稼働率向上施策に真剣にとり

くんでいる。

　稼働率向上方策のアプローチとしては，既存の運転中プラントをどうするか，今後建設

するプラントをどうするかという二面がある。いずれにしても，たとえぽ燃料チャンネル磨

耗とか，ステンレス配管の応力腐食割れといった工業の発展過程における，いわば初期故障

的な「特異トラブルjの早期解決と，弁のリーク，ステイ。クとか機器類や電気計装類の作

動不良，破損といったいわゆる「通常トラブル」の防止によってプラントの無用の停止を極

減させることが必要である。さらに今後のプラントに対しては外乱の影響によっても簡単に

止まらないような方策や，負荷の変動にもよく酎えられるような，いわ1φる運転性の良いも

のにすることが必要である。

　さらに，わが国の特異性による面もあり現在痴話期闘が非常に長いことが原子力発電所の

稼働率を低下させる相当大きな要困ともなっており，あらφる面でこの期間の合理的な短縮

を計ることが虚心通じての大きな関心のまととなってきている。

　以上の観点からこれらのそれぞれについて包含し，稼働率向上へ向って努力しているわれ

われの施策の現状と将来展望の概要を述べる。
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〔セッションー3〕

日本における濫縮・再処理の技術開発の現況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動力炉・核燃料開発事業団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　核燃料開発本部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副本部長天沼　係

　軽水炉システムにおけるウラン濃縮，再処理およびその廃棄物の処理処分の技術開発の現

状について概要を述べる。

1．ウラン濃縮技術開発

　わが国では，パイロット・プラント段階にあたる遠心分離法のほか，ガス拡散法，化学分

離法およびレーザー法が研究，闘発されてきた。

　遠心分離法は濤本の原子力開発の初期から最も国情に適するとして開発されてきたが，他

の技術とは異なりまったく日本独自の発展を遂げてきたもので技術史的にも濫屋されてよい。

とくに1970～76年の短期間に，初速は約1．5倍，分離性能は5倍以上その他重：量，使

用電力等についても格段の飛躍をとげ1976年末のチェック・アンド・レビューではすでに

西欧の水餅に匹敵するものと認められ，とくに耐震姓に関して高い評価を得た。

　ガス拡散法は遠心法のバ。ク・ア。プとして，1967年から理研で，1970年からは原研

でも開発が進められ，1975年時点で隔膜性能や寿命などは海外技術に遜色ないと判定され

たが，一応所期の目的を達成したものとして現在は収束している。

　化学分離法も約20年の歴史をもつが，1972年頃から新しい考え方に基づく技術が旭化成

で開発され相当な成果を得ていることは注目に値する。またレーザー法は将来経済性の高い

ものとして1976年から理研，原研で基礎的研究が開始され順調に進展しつつあるQ

2．　再処理技術の開発

　再処理の場合はすでに施設のホット・テスト中であり，技術開発の努力は主に環境放出低減

化と核不拡散に指向している。

　前者については，低レベル廃液の蒸発処理を繰返すことでほぼその目的は達成できる見通

しがあり，またKr，Xeの回収技術と中低レベル廃液の固定化のためのアスファルト固化技術

を開発中で，いずれも1981年には施設を完成させる予定である。

　また後者についてはIAEAからの計測機器による保障借置技術開発の呼びかけに応じ，
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使用済燃料受入施設における監視装置の評価，ハルモニター，液重量測定などの技術開発や

リアルタイム核物質管理システムの調査研究を行いつつある。

3．　高レベル廃液の処理処分技術の開発

　わが国での着手は遅れたが，数年前から動燃，原研，大阪工業技術試験所などで開始され，

現在模擬廃液によるコールド・テストながら実規模に近い工学試験を行なっており，廃液の

固化法や固化体の安全性を評価する一方，高レベル実廃液を取り扱うための施設の建設を準

備中で，198G年中頃には完成の予定である。

　固化体の処分に関しては地層処分を主体として，わが国における候補地層の謂査を行なっ

ており，近く地下zkの挙動や岩体の物性評価の技術開発を旛向しているが，その実施のため

には早急に体制を整える必要がある。また海洋底処分は当面国際協力による調査を行なうが，

ここでもまずその推進体制が必要である。
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図6　ウラン原子の2段光電離法原理
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S3段遠心分離機群

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テイル

　　　　ニ：フィード流，↑：プロダクト流，↓：テイル流

　　　　E：濃縮域，S：回収域

図2　カスケードの携戚（濃縮域8段，回収域3段の例）

一66一



一

催
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竣
後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箭

瑚
元
遣

剤
化
酸

一
流
出
厳

4図

一一階曽
面後

騨曽一

’

騨”｝面界一一幽

ぽぽの　せ　　

　↓

溜　位悸比
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所要樹脂量　　　　　　　　　　　㎡／kgSWU／day

　　＊USAEC（’72）（1）　　　11，300

　　　　　〃　　　　　㈲　　　　　　｝41

　　※A。、t，、h。AEC（・75）　　　47

　　　　＊εo竺0．OO〔｝5　　　　　　＊　 εo；粛0．0｛〕15

100｛USWU／年規模の工場に必要な塔の数
　　＊USAEC（・72）（1）　　　26，000，000

　　　　　〃　　　　　　　　　　　　（江）　　　　　　　　　　　　　3　2　5，0　0　0

　　※A。、t，ali。AEC（’75）　　　王3，200

　　　　＊76㎝φ×30．5規H，　　　　＊20αηφ×30規王玉

　　　　　　　　図5　化学交換法における諸元の一一例
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項　　目 比 較

建　　設　　費 遠 心 法〉 拡 散 法〉 レーザー法

使　用　電　力 、

（KWH／SWU）
〈デr喉〉 拡 散 法〉 健警蔭〉 遠 心 法

冷　却　水　量 ノ ズル法〉 拡 散 法〉 化学交換法〉 遠 心 法

補　　修　　費 遠 心 法〉 拡 散 法

Uインベントリー 拡 散 法〉 遠 心 法〉 レーザー法

要求される
H　業　水　準

遠 心 滋〉 拡 散 法〉 ノ　ズル法

＊　レーザー法については尾崎ら：原子力学会誌エ8，P150（1976）を参考に

　した。

　　　　　　図7　各種ウラン濃縮法の技術的，経済的特徴

図　　　　　名
蒸　　発　岩

岩塩・硬石こう
頁岩および粘土 石灰岩 結晶岩

オーストリアa
ベルギー（ユーロクミック） ×

カ　　　　ナ　　　　ダ × × ×

デ　ン　マ　一　ク ×

フ　　　ラ　　　ン　　　ス × ×

東　　　　　　独a

西　　　　　　　独b X

イ　　　　ン　　　　ド

イ　　タ　　リ　　ア X

オ　　　ラ　　ン　　　ダ ×

ス　ペ　　イ　　ン　　c ×　　　　　　　　× × ×

ス　　エ　　一　テ　　ン ×

ス　　　　イ　　　　ス ×

ソ　　　　　　　　連a

：英　　　　　　　　国 X X

米　　　　　　　　国 × × × ×

a：進行中の計画はあるが詳細不明　　　b：廃鉄鉱山についても評価中
。：廃ウラン鉱山についても評価中

　　　纒14　海外諸国における高レベル廃棄物の処分候補地層
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[Session-3]

MANAGEMENT eF RADgOAerIVE WASTES
]fi}hg THE FEDERAL REPUBLIC OF GERMANY

                             H. Krause
                             Head
                             DepartmeRt of Radioactive Waste Management
                             Kemforschungszentrum Karlsruhe

In the Federal Republic of Germany, at the tirRe being, n"clear power reactors

with a total capacity of about 6430 MWe, a reprocessing plant with an annual

capacity of 40 t/y and plants for the fabrication of LWR-fuels, H[TR-fuels and

mixed oxide fuel･s are in operation besides 2 big and 4 srnaller Nuclear Research

Centers. Radionuclides are applied in industry, medicine and research.

The radioactive wastes arising from these activities are treated in such a way that

their volume is reduced to a minimum,the remaining residues are transformed

into solid products well suitable for final disposal and only inRocgous areounts

ofradionuclides are released into the environraent. The radioactive residues are

disposed ofin deep geologic formations, thus excluding any contact with the

biocycle.

Radioactive liquid effluents arlsing fi"om nuclear power stations are deconta-

minated either by chemical precipitation or by evaporation. Water from primary

coolants, fuel storage ponds etc. with low ' salt concentrations is usually treated

by ion exchange. Low and medium level liquid wastes from Nuclear Research

Centers and reprocessing plants are almost all evaporated. The low and medium

level residues arising from liquid effiuent treatment are solidified by mixing with

concrete or incorporation into bitumen. Spent ion exchange resins can alter-

natively be conditioned by incorporation into polystyrene compounds.

A large part ofthe burnable solid waste is being incinerated. Non-buinable

solid waste is baled,if necessary after cutting into smaller pieces. The solid

waste residues, after treatment, are usually incorporated into concrete.

For the solidification of high level liquid waste, a large R&D prograrn is carried

out. First, a process airning at phosphate glass beads embedded into a metal

matrix will be actively deinonstrated until the mid-eighties. Besides this, also

borosilicate glasses in the form of blocks are developed. For the melting process

electrode heated ceramic melters have been selected. Highly active glass samples

produced in lab-scale have shown good product characteristics.

- 69 -



Wastes such as TBP, ex-bearing wastes, tritium,I-129, etc. do still arise in

relatively small amounts. After commissioning ofthe planned large fuel cycle

park,they will become more important. To cope with the future demands,

R & D programs for the treatrnent ofthese types of waste have been started.

For the disposal ofthe conditioned radioactive wastes residues, rock salt

formations have been selected. In the frame of a large demonstration program

91200 drums with low and l300 drums with medium level waste have been

disposed ofin a former salt mine. The disposal ofsolidified high level waste is

still in the preparatory stage. A theoretical and experimental program on heat

dissipation and rock mechanics is carried out actually. The development ofthe

equipment required forthe handling is being continued. The first experimental

disposal of high level waste is anticipated for the mid-eighties.
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〔セッションー3〕

西ドイツにおける放射性廃棄物管理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西独カールスルーエ研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廃棄物研究開発部長　H．クラウゼ

　現在，西ドイツにおいては，合計出力643万kWeの原子力発電所，40t／年の再処理

プラント，そして軽水炉燃料，高温ガス炉燃料および混合酸化物燃料用成型加工プラントが

稼働しているほか，2つの大きな原子力研究所と4つの小さな原子力研究所が設けられてい

る。放射性核種も産業，医療および研究分野で利鵬されている。

　これらの諸活動から発生する放射性廃棄物はその量が最小となるように処理され，残留物

は最終処分にふさわしい固体状に変え，わずかに無害な量の放射性核種が環境に放出されて

いる。これらの残留放射性廃棄物は，地層深部に処分され，生物連鎖と完全な隔離がなされ

ている。

　原子力発電所から発生する放射性液体放出物は化学沈澱処理あるいは蒸発処理によって除

染される。一次系冷却材，燃料貯蔵ポンド等からの廃液は，若干塩分を含んでいるので，通

常はイオン交換法によって処理される。原子力研究所や再処理プラントからの低・中レベル

液体廃棄物はそのほとんど全量が蒸発処理される。液体放出物の処狸によって生ずる低・中

レベル残留物はコンクリートないしビチューメンと混合，固化させる。使用済のイオン交換

樹脂はポリスチレン化合物への混合処理が可能である。

　燃焼可能な固体廃棄物の大部分は焼却されている。燃焼不可能な固体廃棄物は必要な場合

は小さく切断した後に梱包される。固体廃棄残留物は処理後，通常の場合コンクリートに混

合される。

　高レベル液体廃棄物の固化に関しては大型の研究開発計画が進行中である。燐酸塩のガラ

スビーズ中に収め金属マトリ。クスに収納する処理方式を1980年代中期までに実証したい

考えである。このほか，ブロック状の醐珪酸ガラスについても開発中である。溶解工程用電

極としては，加熱したセラミック・メルターが採用されている。研究室規模での高レベル廃

棄物のガラス処理のサンプルは優れた特性を示している。

　TBP，アルファ廃棄物，トリチウム，1－129等の廃棄物はなお比較的少量が発生す
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る。現在計画中の大規模核燃料サイクルパークが運開すれば，これらはより重要視されるこ

ととなろう。将来の需要に応えるため，この種の廃棄物の処理方法については，すでに研究

開発計画が開始されている。

　コンデイシ。ニングをほどこした放射性廃棄物の処分には，岩塩層が選択されている。低

レベル廃棄物についてはドラム缶91，200本，中レベルはL300本が，上述の大規模実証計

画のもとに岩塩層に処分されているQ固化処理された高レベル廃棄物の処分はまだ準備段階

である。岩塩層のメカニックスや熱の消滅に関する理論的および実験的言†画は実際に進行中

である。取扱いに必要な機器の開発も続けられている。高レベル廃棄物の最初の実験的処分

は198Q年代中期に行われる予定てある○
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3月王6臼（木）

　　　　セッション4「原子力開発のパブリック・アクセプタンスへの提言」

　　　　　　　　　　　　　　　　　（国際パネル討論）

（9：30～12：30）

　原子力エネルギーの急速な麗発への枇綿1は，最逓世界的に表函化しており，原子力発電所建設計画のス

ローダウンによる，政治，経済，国饒生活への影響が懸念される。日本においても，原子力発電のパブリ

ック・アクセプタンスの重要挫が強調され，様々なアプローチが試みられているが，まだ問題は数多く残

されている。

　本セソシ欝ンでは，薦本，繭独，スウ凱一デン，米国における原子力簾発をめぐるパブリック・アクセ

プタンスの状況について取り上げ，共通的な課愚や国情の差違等をも踏まえて，PA戦略について意見交

換する。

議　喪　　濠　本　　　康　氏

〔パネリスト〕

　　　　T．ロ　一　ザ　一　氏

　　　　S．サント塊トレーム　氏

　　　　L．オドンネル氏

　　　　高　　橋　　　　宏　氏

　　　　驕　　原　　総～購　氏

（共同遜億社　論説劇委員長）

（蕪独原子力産業会議　事務局長）

（スウェーデン原子力産業会議　事務局長）

（ゼネラル・アトミック社　社長補佐）

（逓蕎薩業省資源エネルギー庁原子力発電課長）

（評論家）
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SESSION 4 - NUCLEAR PeWER DffVELOPMEN'i' AND PUBLIC ACCEP";"ANCE
                                                              (9:30 t- 12:30)

ilNTERNATIONAL PANEL]

Criticism opposing the rapid development of nuclear power is spreading all over the

wor!d, causiRg delays ifi the constructien of nuc].ear power plazz£s. This affects the life

of the public from both the political and ecoijomic aspects. In 3apan, the need for

public acceptance is an iRcreasingly sharp issue, and varieus approaches have been made

to findlng a solution, bgt there are many guestions yet unresolved. This session wM

enable overseas experiences to be heard, and the present level of public acceptance be

understoed. A panel discussioR wpt be held, with participation of expeyts from F. R.

Germany, Sweden, the U.S, and Japan, dealing with various aspects of public acceptance.

The emphasis win be on how to galft a concens"s of pubkc support. Exchanges of

views on common s:bjects and the strategy to be followed, beyond diffeyences of

social conditions in each country, will be fruitful.

            Ckairman - Y. Kishimeto

                        Deputy Chief Editoyial Writer

                        Tke Kyodo News Service

[PANEL DISCUSSI6N]

                     - T.Roser

                        Secretary General

                        Deutsches Atomforum,e.V.

                     - S.Safidstf6m

                        Secretary

                        Sweeish Atomic Forum

                     - LO'Donnell

                        Assistant to the President

                        General Atomic Co.

                     - H.Takahashi

                        Diyector

                        Nuclear PQwer Division

                        Agency of Naturkl Resources 3nd Energy,MITI

                     - S.Tawara

                        Writer



                                                      [Session-4]

      PUBLIC ACCEPTANCE eF NUCLEAR POWER iN GERMANY

                                       T. Roser
                                       Secretary General
                                       Deutsches Atomforum e.V.

The paper will discuss the reasons, the origins ancl the actual status of the

debate on nuclear power in the Federal Republic of Germany and will review

the efforts made to gain public acceptance for nuclear power.

Germany is a srnall, densely populated and highly industrialized country with

little own energy resources. Therefore, nuclear power is a necessity and a reality

which is heavily debated in this country. Arg"ments, motives, and tactics of

the oppositioR against nuclear power have evolved over the years.

Local refusal is the oldest and most important opposition. The tactics include

protest rallies, court action, site occ"pation and lobbying of local politicians.

The motives are more anti-iRdustrial thaR anti-nuclear-ones.

The environmental movement is devoted, diffuse, and non-violeRt. The different

groups operate on a natioRal and international level mainly through court

actioR and political action, up to now without much success.

The extreme left wing opposition is small, well organized, conspiTatorial, and

violent. It opposes the capitalist society and attacks nuclear power iR order to

create energy shortage and thus a revolutionary situation.

None of the political parties appareBtly opposes nuc}ear power. The conditions

they impose upon its use differ, however, considerably. Safety and environ--

mentai protection being undisputed priorities, the differences concern the role

of German local governmeRt for generation of electricity and the back end of

the fuel cycle,

The trade unions support nuclear power for employment reasons. The general

public, according to opinion polls, favors nuclear power by a comfortable

margin of 2 to 1.
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In 1978, the key issue of the nuclear controversy in Germany is supposed to

be the proposed establishment of a nuclear fuel cycle center, comprising

facilities for fuel storage and reprocessing, mixed oxide fuel fabrication, waste

conditioning, and waste storage.

To gain pL}blic acceptance for nuclear power, efforts are required from all the

parties concerned, Deutsches Atomforum is attempting to serve as a coordina-

tlon center.

Utilities work individually to gain confideRce of tke surrounding people at

proposed Ruc}ear sites through direct contacts with the Iocal residents and their

representatives by means of public information centers, wide spread INFO

folders, discussions, etc.

On a national level, the utilities are leading public relations campaigns aiming at

transferi'ing the positive public image of electricity to the prod"cers and

distributers of this clean and versatlle form of energy.

Members of the German Nuclear Society are encouraged to take an active pai't

in public discussions and the Forum provides traiRing to Ruclear proponents

for public debate.

Some of the major forum members have joined a public iRformation program

on nuc}ear energy conducted by the Forum which is provided for opinion

leaders and schools.

Government publishes brocht}res and subsidizes seminars on energy, environ-

ment and related subjects,

A dyed-in-the-wool opponent will never be convinced by the most stringent

arguments in favor of nuclear power. However, public informatioR efforts have

to be contiBued in order to isolate the opponents, immunize the genera} public

aRd stabilize public opiRion.
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〔セ・シ。ンー4〕

西ドイツにおける原子力発電のパブリック・アクセプタンス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頭独原子力産業会議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長：　？．ローザー

　本講演では，西ドイツにおける原子力発電論争の原因，起源および現状について論じ，原

子力発電に対するパブリヅク・アクセプタンスを得るためになされた方策について検討する。

　西ドイツは，小面積で人口密度の高い先進工業国であるが，国産のエネルギー資源には恵

まれていない。そのため原子力開発は今や欠くべからざるものとなっており，国内では，こ

のことに関し激しい議論が闘わされている。原発反対の議論，§的，戦術はここ数年エスカ

レ・一トしてきている。

　地域住民による廼否は，最も古くまた真剣に考えるべき反対運動の形態である。戦術的に

は反対集会，法廷闘争，敷地占拠，地方の政治家に対するロビー活動があげられる。その動

機は反原子：カというよりもむしろ工業化に反対するという傾向が強い。

　環境保護運動は，献身的・非暴力的であり全国各地に広がっている。別のグループは主に

法廷闘争および政治活動を通して国内および国際的レベルで反対運動を行っているが，現在

までのところあまり成功していないようである。

　極左翼の反対活動は，小規模ながらもよく組織され，陰謀的で過激である。彼等はそもそ

も資本主義社会に反対しており，エネルギー不足を起こし，：革命状態を創り出す・ために原子

力発電所を攻撃している。

　原子力発電に反対を表明している政党は全くない。とはいえ各政党が原子：力発電の利用に

課している条件はかなり異なっている。安全性と環境保全が当然優先的に考慮されているが

西独の地方政府の役割と燃料サイクルのバックエンドに関しては政党間で見解の相違が生じ

ている。

　労働組合は雇用上の理由で原子力発電を支持している。一般国民は，世論調査によれぽ，

2：1の割合で原子力発電に好意的である。

　1978年には，強ドイツの原子力論争の主要論点は，現在計画されている核燃料サイクル・

センターの建設問題になると思われる。同センターは使用済燃料の貯蔵，再処理，混合酸化

一77一



物燃料の製造および廃棄物のコンディシ。ニングと貯蔵のための施設で構成されるQ

　原子力発電に対するパブリ。ク・アクセプタンスを得るためには，すべての関係者による努

力が必要である。西独原子力産業会議は，中核調整機関として機能するよう心がけている。

　電力会社は個々に原子力発電所の建設予定地周辺の人々から爆頼を得るために公開情報セ

ンター，ビラの広域配布，討論会などによって，地域住民および彼等の代表者たちと直に接

している。

　さらに電力会社は，生産・流通双方の事業者にとってクリーンで融通のきくエネルギーと

しての電気の積極的なイメージを公衆に伝達するために，全国レ’ベルでPRキャンペーンを

角虫しているQ

　瀬独原子力学会の会員は，公開討論に積極的に参加するよう奨励されている。西独原産は，

原子力支持者に公開討論のための訓練の場を提供している。

　西独原産が行っている，オピニオン・り一ダーと教育関係老を対象とした，パブリック・

インフォメ…ション・プログラムに参加している主要な会員会社もある。

　西独連邦政府は，エネルギー，環境，それらに関連する問題についての小需予を発行し，

セミナーの開催を助成している。

　徹底した原子力反対者は，原子力κ賛成する理由をもっともわかりやすいように展開して

も，その考えを決して変えることはないだろう○しかし，パブリック・インフォメ．一シ。ン

活動は，これらの反対派を孤立させ，一般大衆を原子力反対論に免疫化させ，安定した世i論

を形成するために今後も努力し続けねばならない。
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                                                         [Session-4]

               THE NUCLEAR SgTUATgON IN SWEDEN

                                         S. SaBdstrOm
                                         Swedish Atomic FoR}m (Safo)

After a short survey of the background to the Swedish nuclear power programme

its development up to to-day's situation is described. In paralle} the deveiop-

meRt of the Ruclear debate will be described.

Swedish nuclear work started irnmediately after the world war II and With a

rather ambitious R&D programme, aiming at making Sweden independent of

foreign countries in the nuclear field. A Swedish bui}t experiment reactor

started to operate in 1954 and a pilot plant for urani"m extraction from

domestic alum-shale was ready in l9S6. The first commercial nuciear power

reactor, an ASEA-ATOM, 440 MWe, BWR, started electricity production iR

1971 as the first part of a large nuclear power prograrnme whiclt was con-

firmed by the Parliament iB 1975. It included 13 reactors, totalling over

iO,OOO MWe in production 1985.

After the general election in 1976, a new partly aRti-nuclear government,

formed by the opposition, came into power which caused a complete change

of the eRergy policy. Nuclear power was to be abandoned in favo"r of the so-

called renewable sources. A "nuclear stipulation law" was instituted and an

energy commission was set up which should work out new plans for Sweden's

eBergy supply. The commission has presented part of its work.

In the beginning nuclear energy was looked upon veiy favourable by the

Swedish citizens but this has gradually changed into a rather strong opposition

maiRiy based on the environmeRt organizations. The Swedish scientist, H[annes

Alfven, also has played an important role m the anti-nuclear campaign.

Finally some personal views of the future nuclear development iR Sweden will

be given.
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〔セッションー4〕

スウェーデンの原子力事情

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スウェーデン原子力産業会議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長　S．サンドストレーム

　スウェーデンにおける原子力計画の背景について簡単に触れた後，現在に至るまでの原子

力開発状況および原子力論争の展開について解説する。

　第二次大戦後すぐに始められたスウエーデンの原子力開発は，原子力分野における自立を

目的として，かなり野心的なR＆D計画の下に実行された。1954年には，独自に建設した

実験炉が運転を開始し，1956年には，国産アラムシェイル（alumshale）からのウラン抽出

用パイロット・プラントの準備ができていた。最初の商業炉は，ASEA－ATOM社製の

鵬力44万KWeのBWRで1971年に発電を開始した。この商業炉を第一一号基として始ま

るスウェーデンの大規模な原子力発電計画は1975年に議会で承認された。その計画による

と，1985年に合計13基，1，00｛1万KWeの漂子炉を建設することに1、ている。

　1976年の総選挙後，野党から成る原子力反対派を一部加えた新政府が誕生し，エネルギ

ー政策の完全な変更を引き起こした。いわゆる再生可能な資源を優先的に利用して，原子力

発電は断念すべきであるということになった。「原子力開発継続に関する条件法jが制定さ

れ，スウェーデンのエネルギー供給計醸を新たに作成するためにエネルギー委員会が設置さ

れた。同委員会はすでにその作業の報告書の一部を提出した。

　当初，原子力エネルギーは，国民に非常に好ましいものと考えられていたが，主に環境保

護団体を中心とする，むしろ激しい反対運動へと変化していった。スウェーデンの科学者ハ

ンス・アルフベンも反原子力運動の重要な役割りを務めている。

　最後にスウェーデンの将来の原子力開発について，個人的見解を若干述べる。

一80一



Oskarshamn 1

}> 3Ringhals 1

>> 3}) 4Barseback l

>> 2Forsmark 1
)} 2

MW
net

44e
580
1060

760
820
910
910

580
580
goe
900
1050

Reactor plant

contractor

ASEA-ATOM
}
>

D

>
>

Westinghouse

>
>

D

ASEAATOM
}
>

}
>

}
)

>
)

              '

       Ranstad
          sh

GOVHENeURe@
   Rtnshals ee

 eeoo .
          IF
    ee
   Bar.se.b,".`gig

    Owner

    O KG

   "
    }>
    State Power Board

   >}
   })
    )>
    SVdkraft

    "
    State Power Board

   >>
    }>

- 81 -

    Forsrnerk   m     oee

  si STOCKHOttw

 M R2 Stvdsv;k
M Marviken

ts oskS:"di

 ee o

 Start of regular

 eperat{eB

 l971
 1974
 ?
 1976
 1975
 1978?
 l979?
 1975
 1977
 1978?
 1979?
 ?



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
」
く
工
ω
』
《
に
ト
2
田
O

　
㏄
国
卜
◎
◎
一
Z
〈
O
山
↑
◎
◎
く
ヨ
㏄
O
犠
卜
店
く
工
ω
↑
㏄
O
鑑
◎
◎
2
く
㏄
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
O
く
に
O
ト
。
り
田
↑
く
箋
嘲
ト
』
⊃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U
O
《
㏄
O
↑
の
山
ト
く
一
〇
国
芝
に
田
ト
2
繍

Z
O
麟
ト
く
』
■
の
2
0
醐
ト
《
」
⊃
o
り
氏
く
O
Z
国
O
Z
く
2
1
0
闘
↑
儀
田
O
U
匡

Ψ一Nζつ曽ゆ

〉
卜
闇
」
構
O
《
臨
国
O
《
㏄
O
↑
◎
◎
国
ト
く
Σ
一
ト
」
⊃

　
、
》

蟹湧

焜
_

聯、

｝
鴫σ@、｝

　　’々∫；

　　・．・二．襲

　　喰ぞ」三メ1

謝
灘
測

｛

・
∠

易ゆ
Y
　
－

N

．
鰐
嚥 、

　
　
　
　
γ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

曽

髭
め
ざ

F

ク

照
メ
ど
．
贈
砂

　
　
♂

刀
．
r
・
∠

∠
〃
「
・
ノ

．
ノ

　
　
’

シ
・

一82一

～
～
ε
冒
一
．
量
～
響
5
～
F
畳
一
　
1
3
1
覧
」
亀
む
」
・
・

一
～
、



w
a

ss"･･")'ts'""'i//'
wr'

.i"."'{･v"

   n. ;ts-.t-te

wat'"

ee'"ll..

RECEPTION AND
ENCAPSULATION
STATION

     lTRANSPORT SHAFT
FOR ENCAPSULATED
CYLINDERS

i

-l eexasfgfsgg:s'

I

l
1

l
.

t

l
i

jiti

3ssss

.e,.ng.tt..,"'

IN-I'ERMEDlATE

STORAGE FACILITY
'" '"nv

';'i':wt

I
i CEN-l-RALSHAFT

'

VO ULTIMATE STORAGE

IN'i"ERMEDtATE STORAGE FACILITY

- 83 -



[Session-4]

    NUCLEAR POWER IN Tnv UNITED STATES;
THE SCOPE AND TREND OF THE NATIONAL DEBATE

L. O'Donnell

Assistant to the President

General Atomic Co.

The nuclear debate in the United States, now alinost a decade old, is part of the

larger political tapestry of recent United States history. The debate began in

hearings before Atomic Safety and Licensing Boards as largely local land use and

zoning opposition to the siting ofnuclear power plants. Various observers have

linked antinuclear politics to an extension and outgrowth of the participatory

democracy of the civil rights and antiwar movements in the United States during

the decade ofthe `60's and early `70's. As the `70's progressed,nuclear opponents

werejoined by many from the growing environinental movement. Ralph Nader

identified nuclear power as a consumerist aRd campus issue, and local zoning

interests gave way to broad charges of "concern" for radiological health and

safety. The core meltdown, Price Anderson, and waste disposal became pre-

ferred issues. Nineteen seventy-six was the year ofthe referendum when the

nuclear critics were rejected in seven states, representing 20 percent of the

population, by a 2-l margin. Their constituency was shown to be both thin

in numbers and narrowly based within the political spectrum. The safety issue

receded;the Price Anderson issue never caught on. The waste issue turned out

to be the best one the nuclear opponents had and they are continuingto pursue

it'

The return ofthe liberal intellectuals to govemment in the Carter Administration

after almost a decade of sel"isolation from Viet Nam and Watergate has also

brought with it a reappraisal ofthe nuclear option -- an internalized nuclear

debate which is not so much whether nuclear power goes ahead, bvtt how and at

what rate. The critical consideration here is proliferation. The Congressional

view has been different from the Administration's and more pronuclear. The

politics of nuclear power have given rise to a significant pronuclear coalition

movement made up ofthe labor, the business, the minorities and other greups.

The economyliobs issue is the most difficult one for the critics.

It is now apparent, however, that the nuclear controversy isjust the cutting

edge ofthe much broader energy debate which really is aboutthe future ofthe

society we are to live in. Growth is the key issue with the "hard" and "soft"

energy technologies subordinate to it. The debate appears to be spreading
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throughout the prosperous nations ofthe world calling into question both the

social value and the moral justification for the creation of wealth itsel£

So long as deprivation continues to exist broadly on a planetary basis, the

creation of wealth is an essential human obligation. Political stability in a world

where nuclear arms exist requires it. Our obligation therefore to pursue the

nuclear debate successfully is a very high one in which we cannot let ourselves

fail.

l
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〔セヅションー3〕

米国における原子力発電一論争の範囲と傾向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼネラル・アトミンク社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社長補佐　L．オドンネル

　米国におげる原子力論争は，今や十年にもなろうとしているが，最近の米国のより大きな政治の織りな

す綾の一部となっているQ原子力論争は原子炉安全許可会議（ASLB）に先立つ公聴会において，主と

して原子力発電所立地に対する，地方の土地の用益権と地域的な反対という形で提起された。いろいろな

人達が，政治的様相を呈してきた反原子力運動を，1960年代から70年代初頭にかけての米国内での公

民権運動ならびに反戦運動の興隆に結びつけて考えている。1970年代も時間がたつにつれ，原子力反対

者達は，勢力を得てきた環境運動から生まれ，多人数を擁する集団へと統合されてきた。ラルフ・ネーダ

ーが原子力を消費者のあるいはキャンパスの問題とみなしてから，地域の利害関係に代わって放射線学上

の健康や安全性に対する憂慮といったより広い義務の観念が前面に出てきた。炉心溶融，プライス・アン

ダーソン法そして廃棄物処分が最優先課題として出てきた。王976年という年は，レファレンダムの年で，

それによって米国の人口の20％にあたる7っの州で，原子力挑判者が2対1の差で否定された。原子力

反対者の支持基盤は数においても少なく，政治意識の層からいっても狭いことが明らかになった。安全性

問題は表蒔に出なくなり，プライス・アンダーソン法をとり上げることもはやらなくなったQ今や廃棄物

問題が原子力反対者の姐上に上るかっこうの問題となり，彼らはこれを追い続けているQ

　ベトナム戦争やウォータ・ゲート事件から億ぽ十年間の隠栖の後カーター政権の行政機構にりベラルな

知識口達が帰り咲いたが，原子力オプションを再検討する動きが出てきた。すなわち原子力発電を推進す

るか否かではなく，いかにしてどのくらいの劇合で開発すべきかという国内的な論争である。ここで批判

の対象となっているのは核拡散である。議会の見解はカーター政権の見解と異っており原子力推進側に近

い。原子力に関する利害によって労働界，実業界，少数派に属する人々などで構成される，意義深い原子

力推進連合運動が発生してきている。経済・雇用問題は原子力批判者にとってもっとも手強いものである。

　しかしあきらかに，原子力論争によって，われわれが生活することになる将来の社会にかかわってくる

はるかに広範なエネルギー論争は手がつけられたばかりである。

　エネルギー使用の増大は，　「ハード」と「ソフト」のエネルギー技術に関する重要な問題となっている。

この論争は，窟それ自体を築くことに対する社会的価値と道義的な正当性を問いながら，世界の繁栄して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一86一



いる国々に，広まりつつあるように思われる。

　世界的にさまざまなものが広く失われつづけるかぎり，富を築くことは本質的に人間の義務である。核

兵器が存在する社会では政治的な安定のために富が必要となる。それゆえ，原子力論争を成功裡に行って

頃くということは失敗することが許されない非常に重要な義務である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔セッションー4〕

日本における原子力立地とパブリック。アクセプタンス（仮題）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通商産業省資源エネルギー庁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原子力発電課長　　高　橋 宏

。　エネルギーと原子力発電に関するパブリック・アクセプタンス

O　電源立地促進のための諸方策
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔セッションー4〕

日本におけるパブリック・アクセプタンスの賂路（仮題）

評　論　家

　　田　原　総一朗

①
②
③

エネルギー認識の希薄さ

「核エネルギー」でのスレ違い

共通の土俵の不在
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3月16日（木）

　　　　　セッション5「原子力論争一原子炉の工学的安全性をめぐって」

　　　　　　　　　　　　　　　　　（パネル討論）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14：00～17：00）

　原子力発電にかかわる諸問題についての専門家の意見のくいちがいが療子力に対する闘民的合意を祷る

ことを髄難にしている一つの要園である。いわゆる原子プ論争としては，原子炉の安金性，行政，再処理，

プルトニウム，廃棄物問題，ネットエネルギー論等，さまざまな議論がなされている。これらの論争について，

導門家・科学者が趨由かつ公正に，科学的立場から意見交換を行うための達続的な専門家シンポジウムの

開催が望蒙れているQ

　本セッションでは，原子力論争の発端ともいうべき「原子炉の工学的安金樵」を中心に，その具体例を

通じて専門家闘の意見交換を行ない，将来へ向けての弟向きな討論を腱矯する。

滋柴畷蝋（餐麓醤欝幟噺醸）

　　（パネリスト〕

　　　　　　槌田　反魂（京都大学工学部助教授）

　　　　　　都　甲　泰　正　氏　（葉京大学工学部　教授）

　　　　　　能　沢　塩鮭　氏　（臼本原子力研究所安全エ学部長）

　　　　　　服　部　　　学　氏　（立教大学　助教授）
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SESSIeN 5 - NUCLEAR DEBATE - SAFETY OF REACTORS (i4:OO ･- 17:OO)

[PANEL DISCUSSION]

One factor involved in getting public support for atomic energy development is the

lack of agreement among nuclear scientists and engineers. Opinions differ on reactor

safety, nuclear administratibR, reprocessing, plutonium recycling, radioactive wastes, net

energy analysis and other points. What is needed is a symposium where experts ca"

coRtinually compare notes fairly and freely from the scientific point of view. IR this

sessioR, "engineered safety of the reactoy;' whicli can be called the very nub of

nuclear disputes, will be dealt with in order to identify differences of concepts among

experts, and to discuss questions on specific subjects, such as "Kow safe is safe

enough?", etc. It is desirable that such ehallenges as these should be continually made

and met. By the exchange of expert opinions, constructive debate wil1 cont'ribute to

the welfare of the people.

           Chairman - S. Shibata

                       Professor

                       Kyoto University

                       Director

                       Research Reactor Institute

            Panelists- M.Hattori

                       Assistant ProfessQr

                       Kkkyo University (St. Paul University)

                    - M. Nozawa

                       Head

                       Division of Safety Engineering

                       Japan Atomic Energy Research Institute

                    - Y. Togo
                       Professor

                       University of Tokyo

                    - T. Tsuchida

                       Assistant Professor

                       Kyoto University
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NON--PROLEFERATION POLICY:
REGULATeRY PERS?ECTIVE
                    R. Kennedy
                    Commissioner
                    Nuclear Regulatory Commission

                    U. S. A.

I
.
Introduction. Thechallengeofreconcilingtheincreaseduseofnuclear

energy with the risks ofnuclear proliferation must be met ifthis energy

source is to realize its potential as a principal component of the world's

future energy resources. The perceived concems ofthe public over the

dangers of nuclear energy must be alleviated. The regulation of nuclear

exports is an important aspect of U. S. non-proliferation policy.

II. U.S.Non-ProliferationPolicy. Thekeyquestionconfrontingthenew
Administration over a year ago was how to make nuclear power available to

meet world energy needs without simultaneously accelerating the spread of

nuclear weapons capabilities. The potential spread ofsensitive facilities

whicli could provide ready access tQ weapons-usable material was cited as

a special soi2rce of proliferation concern. In this regard, the Nuclear

Regulatory Commisslon receBtly decided to terminate furtker work on the

Generic Environrnental Statement on Mixed Oxide Fuel. Tkis decision will

be reexamiRed after completion of the ongoing domestic and international

studies on altemative fuel cycles. U. S. non-proliferatioii policy inclgdes a

system of incentives designed to remove the motivation to acquire sensitive

facilities, e.g., expanded enrichment capacity, international fuel bank, and

limited return ofspent fuel to U. S. To give effect to ourpolicy, we are

employing two vehicles: the Intemational Fuel Cycle Evaluation and the

recently enacted Nen-Proliferation Act of 1978.

III. Non-ProliferationActof1978. Thelawseeksabalancebetweenpolicy
    imperatives and need for U. S.to be perceived as a reHable supplier. It

    established new controls and criteria for enrichment and reprocessing, and

    sets out stringent new requirements that must be incorporated in new or

    amended agreements for cooperation. It also directs the Presidentto begin

    renegotiating immediately on existing agreements to incorporate these new

    reqgirements. The Administration's policy ofproviding incentives is

    reflected in the Act's provisions dealing with a proposed international fuel
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authority and the possibility of foreign investment in new U. S. uranium

enrichment facilities. The legislation specifies six immediate!y applicable

export crkeria which must be met before an export can be approved.

A seventh, full-scope safeguards, will take effect in eighteen months. The

President, subject to congressional review, may waive the latter in

extraordinary circumstances.

IV. RoleoftheNuclearRegulatoryCommission. Althoughitsprimary
    responsibilities relate to domestic regulation, the NRC is also responsible

    for licensing nuclear experts. It must find that the issuance of an export

    license will not be inimical to the common defense and security. The

    Commission gives great weight to the views ofthe Executive Branch on the

    national security and foreign policy implications of proposed exports.

    Under the new non-proliferation legislation, the President can veto,

    subject to congressional review, a negative NRC decision if he find that

    withholding the proposed export would be seriously prejudicial to the

    achievement of U. S. non-proliferation objectives, or would otherwise

    jeopardize the common defense and security. The Act mandates

    expeditious processing by the Exec"tive Branch and the Nuclear Regulatory

    Commission on export Iicense applications.

V. Conclusions. Itisessentialthatallconcernednationsworktogetherto

establish a consensus on the modalities of a viable intemational nuclear

economy. Such a consensus must refiect the need of other nationsto have

an uninterrupted supply of m}clear fuel.
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KNOVIN AND PROBABLE

OF FRANCE

ADDITIONAL

AND

URANIUM

rtcoNTMNENIIrAL

RESERVES

EEC,'

(AT 50 $!lb)

l

- Continental ffEC own territory 12o,OOe tons

(FRANCE : 95,OOO tons)

l

- Continental EEC controls, through
  mining participations abroad (vaainly
  Africa) an extra 110,OOO tons

(FRANCE : 6o,ooo tons)

･- Total 230,Ooo tens

(FRANCE : 155,OOO tons)

FI(YURE 4
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FAST BREEDER TYPICAL DATA

1 - ENERGY WORTH OF URAfitIIUM USED IN B[BR.-s

-- wwrlrHE gs ooo ToNs t;IescNruM

-

"

    ww! (X)O YEARS OF

wwS ooO TONS URANIUM-

 THE

r:-T NORTH

IN THE

PRESENT

   SEA

FRENCII

 FRENCH

on

SOII, REPRESENT

 ANNUAL OXL DEIvlAND

THE

blAY

PRESENT DEPL[ETED URANIUM FRENCK INVENTORY'

FEED

･･ THE 80

FOR

TONS

 30 YEARS A FBR CAPACITY OF

 wso ooo ma

OF PEPLECIED URANIUM USED AS A BALLAST IN A FRENCH

2

   feRANSOCEANIC SAIL･ BOAT

            REPRESENT 1 YEAR

   OF THE PRESENT FRENCH ANI(iUAL

- PU ENERGY' CONTENT WHEN USED IN

Ol!. DEMA)ID

A FBR PLANT (1)

-S TON PU

3 - PHENXX ENE RGY

 : 1,200,ooOTONS OF OZL

         PLUS
   (1 -l- G) TON NEW PU

        G == BREEDING RATIO

GENERATION AND FUEL CONSVMPTrON

- ON JANL;ARY 31, 1978,  PHENIX HAS

3.7 BTLLXCIN

GENERATED

 KWH NET ELECTRICAL

(A

 EQUIVAUENT TO

  AND BURNT

PWR WOULD HAVE

   :

   :

BURNT:

.7s.,.,LSO ooO TONS OF OIL

6co KG OF NATt;RALURANIUM

,6,..,,,OooO OFNAT(.;RALVRAN!UM)

(1) Xn equivalent Pu 239

FIGljRE 5
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 BALANCE, rN

OF 30 YEARS

 ToNs eF, EQUIVALENT Pu

OF OPERATION OF A 1400

239,

MWE F'BR

INPUT

lst load (")

OUTPUT

Recovery of

core

and reloads

reloads and of end-of-life

BALANCE

i

+

+

4S,8 tons

52s9 tons

7,1 ton$

l

(N) : lst

mxIMUM

mxIMUM

mxxtmf

load = 3e3' icons

             FIGURE 7

         P li ENXX PLANT
            ----------------

            PERFORMANCES

            - -- -- -- -- -- -- -- -- --

THERMAL POWER

GROSS ELECTRIC POWER

NET ELECTRIC POWER

ww

hfW

rv

591

267

2SO

OPERATING PERFOR}ttANCES FROM 1974, JULY TO

   NUMBER OF GROSS ww GENERATED

   NUMBER OF NET KCva GENERAIrED

    LeAD FACTOR

   NVMBER OF E.F.P.D.

   mxIMMvl BURN UP REACHED

197 6, jULY

%

MWD!T

2

2

985

781

ooo ooo

421 OOO

     69

    503

 66 SOO

F'IGURE 8
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                        PHEN1X PLANT

                          --""--r-----t----v--

   WASTES AND RAMOLOGICAL EXPOSURES FROM 1974, JUI.,Y TO 1976, JULY

  cAsEous wAseEs

     (XENON 13S EQUIVALENT)

          TOTAL CURIES

     AVERAGEIDAY CUR'i'ESID

     mxIMUM/DAY CURIES!D

  LIQUID WASTES (l)

     VOLUME M3 530     ACTIVITY' CURIES 31
  AVERAGE IRRADIATION DOSES TO OPERATOR

           EFFECTIVE MREM!YEAR IO
           ALLO"IED MREMIYEAR 5000
 (1) THESE WASTES, PRODUCED BY IRRADIATED FIJEL ASSEMBL!ES WASHING

     BEFORE DIS>IANTLXNG7 ARE REPROCESSED AT )i!ARCOULE CENTRE.
                                                3     T}IE ACTIVIPY RELEASED AIF'TER REPROCESSING IS 10 TIMES LOWER.

                            FICURE 9

                        P}lENIX PLANT

PERFORIviANCES AND RELEASED WASTES FROM 1976 JULY TO 1977 DECEMBER

NUMBER OF GROSS Kr"K GENERATED S81 390 000

GASEOUS WASTES

   (XENON 135 EQUIVALENT)

      TOTAL CURXES

      AVERAGEPERDAY; CURTESIDAY
      bfAXI}-ftr}1PERDAY: CURIESIDAY

LIQUTD WASTES SEN[Ir TO REPROCESSING :

   VOLUME M3 1580   ACTIVITY CURIES 397
                           FIGURE 11

RELEASED ALLOWED

4,3S 170 ooo

o ,6 230

<3 230

.REI.,EASED ALLOWED

225 124 ooo
O42' 230

< 1 230
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(1)

                          P}{ENIX PLANT

                                                 ,  !RRAPIA[IrlON DOSES TO OPERATOR FROM 1976, JULY IrO 1977,

              AVERAGE DOSES MREbl!YEAR

              MAXIMIJM DOSES (1) MREMIYEAR

              ALLOWED DOSES XREMIYEAR

ONLY 5 OPERA[lrORS REACHED AN IRRADIATION DOSE BET["EEN SOO

                              FIGURE i2

               A FEW CHARACTERISTICS OF SUPER PHENIX 1

          NO}J!INAL TI{ERILtAL POWEIR Pfi"

          NOMINALGROSSELECTRICPOWER >･fW

          NOM!NALNETELECTRICPOWER }dW
          NUbt{BER OF PRI>IARY PUMPS

          NIJMBER OF INTER}IEDIATE HEAT EXCHANGERS

          PRiMARYSODIUMFLOE"RATE KC/S
          PRIMARY SODIUIvl TEMPERATURE

                        COREiNLE[ OC
                        COREOUTLET OC
          NUIvfBER OF SECONDARY CIRCUTTS

          NUMBER OF STEAM GENERATORS

          SECONDARYSODIUMFLOV'gRATE KG!S
          SECONDARYSODIUIvfTE}･[E)ERATIjRE OC

          lvtAIN VESSEL DIA}IETER M
          MAIN VESSEL CLOSING SLAB T}{ICKNESS M

          INTERMED!ATE HEAT -<CilANGER LENGTH M

          PRIMARY PVMP DIAMETER M
          SECONDARYSODIUtv1PIPINGDIAMETER M

                             FIGURE 13

                               -9-

JULY :

      1

      5

AND 1800

3

1

1

18

13

525

O,7

 qo

800

ooo

b!RErt{IYflAR.

ooo

240

200

  4

  8

ooo

39S

545

  4

  4

ooo

 - 345

 21

  2,9

 19

  2,5

 and 1



　700　PEOPLB働，

ポABOU丁　300　E醗GINεERS　（250　GRADUATEiS）3　11　YEARS

　AVERAGE　NUCしEAR　EXPERiENCE

CAPITA』

10醇0320、OOO　F：REINC｝｛　FRANCS曾　SHAR巳D　AS　FOししOWS　ε

曾

CREUSOT
CEA

翼EYRP　l　C

AしSTHQ琶

しOlRE

G）

ATしANT　lQUE

O
O
　
　
ゆ
O
　
　
②
O
　
　
O
O

36％
3ま｝％

り5％

覧5％

（薩）　馴　NEYRPlC　£　65。／。　CREUSOT　しOlRE

　　　　　　　　　　　　　　　35。／。　ALSτHO酪　ATLAN’τIQUE

F工GURE　14
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔セッションー3〕

議長イントロダクション

　　　　　　　　　　　軽水炉システムの現状と課題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本原一子力発電㈱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副社長　吉　岡　俊　男

1．軽水炉の現状と役割

2，軽水炉システムへの課題

（D　開発の促進

②　安全対策の充実強化

（3）信頼性，稼働率の向上

　（イ〉機器トラブルの防止

　　　品質管理，改良標準化

　（ロ）　補修；期間の短縮

　　　補修作業体制整備，被曝抵減対策，中立機関の活用，筥庁手続の効率化

　←う　定検期間の短縮

　　　作業用機器の自動化，遠隔化，定検項題，内容，間隔の検討，検査要員の充実

（4）原子力機器産業の自立体制の確立

　　改良型軽水炉の自主開発

㈲　核燃料サイクルの確立

　　米：大統領の政策とINFCE

　（イ〉　ウラン資源の確保

　　　長期契約，ウラン探鉱開発備蓄，国際核燃料バンク構想

　（ロ｝　ウラン濃縮の確保

　　　圏産濃綿：工場推進，多国聞または国際共同濃縮構想

　←3　再処理およびPuリサイクルの推進

　　　国内再処理，高速増殖炉の開発推進，国際共同再処理事業または地域別核燃料セン

　　　ター構想
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（→　使用済核燃料の貯蔵

　　再処理施設完成までの貯蔵方法（国内集中貯蔵，国際プール構想）

㈲　高レベル廃棄物の処理処分
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スライド1 表1　原子力発電プラントー覧

〔セッションー3）

豊　田　正　敏　氏

発表スライ　ド

　　　53．2．現在

発　　　電　　　所 基　数 出　　　　力

コールダーホール改良型 1 16．6万kW

沸　騰　水　型（BWR） 6 338．5万kW

運
　
　
転
　
　
中
加　圧　水　型（PWR） 7 444，3万kW

計 14 799．4万kW

沸　騰　水　型（BWR） 10 953．2万kW
建
・
設
　
中

加　圧　水　型（PWR） 5 436．5万kW

計 15 1389．7万kW

　（注）建設中とは電調審決定プラントである。

スライド2　表2　一次エネルギー消費内訳（50年度実績）

エ　ネ　ル　ギ　一　種　別 実　　　　数 構　成　比

国
産
・
純
国
産

　　　　一　般　水　力水　力　｛　　　　揚　　　　　水

n　　　　　　　　　　　熱

ﾎ　油　・　天　然　ガ　ス

ﾎ　　　　　　　　　　　炭

ｴ　　　　　子　　　　　力

1，780万kW

V10万kW
@　5万klヤ

R50万雇
P，860万6

U62万kW

　％5．7

ｿ0
O．9

R．4

P．7

計 0．5億艇 11．7％

輸
　
　
入

L　　　　　　N　　　　　　G

ﾎ　　　　　　　　　　　唾

ﾎ　　　　　　　　　　　油

506万6
U，234万孝

Q．86億鰐

1．8

P　3．1

V　3．3

言十
3．4　億認 88．3％

一　次　エ　ネ　ル　ギ　一　計

@　〔石油換算）
3．9　億擁 100　％

（総合エネルギー調査会需給部会）
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スライド3　表3　改良によるメリット

α）　機器の自動化・遠隔化等による保守点検の的確化

　（2）作業スペースの確保，機器配置の改良，作業能率向上等による従業員の被ばく低減

　く3）機器の信頼性及び稼働率の向上

スライド4　表4　標準化によるメリット

　q）各系統及び機器に標準化された設計を繰返し用いることによるブラント設備の儒頼性

　　の向上。

　②　標準プラントを積極的に採用することにより機器材料の計画生産が可能となり経済姓

　　が向上する。

　（3）安全設計を含めた設計の標準化，申請書類の標準化をはかることにより許認可手続の

　　効率化，許認可期間の短縮が期待出来る。

　傾　プラント閲の機器部品類の互換性による建設・保守の効率化，予備品保有量の節減及

　　び停止期悶の短縮が期待出来る。

スライド5　表5　標準化によるデメリット

　α）標準設計をある期間固定するため，その間の技術進歩による設計改善が反映出来ない。

　②　標準設計の固定期間が長すぎると技術開発への意欲がそがれる

　（3）安全への考え方が変わり，これを設計に反映する必要がある場合，その都度標準設針

　　の改訂が必要である。
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スライド6　表6　保守点検の的確化，効率化（BWR）

項　　　　　目 層　　　　的 内　　　　　　　　　　　容

原子炉容器蓋取付け

謚Oし作業

被ばく低滅

?業時閤の短縮

原子炉容器スタッドテンショナーの遠隔化な

ﾇ

制御棒，駆動機構の

�ｷ作業

作業能率の改善

墲ﾎく低減

CRD自動交換機の開発（台車の位置決め，

bRD取付け，取外しの遠隔化）

中性子計測装置取替

?業

交換作i業の効率化

墲ﾎく低滅
インコア据付用ガイドの採用など

主蒸気隔離弁のラソ

rング（すり合せ）

被ばく低減

?業時間の短縮
主蒸気隔離弁。霞動ラソビング装置の採用

燃　料　取　替　機
燃料交換作業の効率

ｻ

走行台車，横行台車，燃料把握機を機上，

投u，自動の3モードで操作できるように

ｷる

供用期閣中検査
iISI）

作業能率の改善

墲ﾎく低減

スペースの確保及び接近性の考慮，シール

hプラグおよび保温材着脱の容易化，自動

t孚探傷装置の開発など
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スライド8　表7　保守点検の的確化，効率化（PWR）

項　　　　目 §　　　　的 内　　　　　　　　　　　容

原子炉容器蓋の取付

ｯ取外し作業

被ばく低滅

?業時間の短縮

スタッドテンショナーの増設，スタッドボル

g取付け取外しの自動化，マルチスタソド

eンショナー適用の検討

蒸気発生器細管渦電

ｬ探傷試験装置

水室内の作業の効率

ｻ，被ばく低滅
ロボット式フィックスチヤの採用

渦電流探傷試験（EC⑪

?業性の改善

ECT機材運搬の容
ﾕ化

機材の運搬設置の容易化のためSG水室ま

墲閭Oレーチングへの階段グレーチング

bｳ広さの改造

供用期問中検査
i夏s亙）

被ばく低減

?業時悶の短縮

機器配管配置の改善，作業足場の設置，し

痰ﾖい設言†改善および保温材着脱の容易化

サンプリング方式の

?善
同　上

スペースの確保としゃへいの強化，サンブ

Vンクの軽傷，サンプリング及び測定装置

ﾌ自動化など
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スライド10 表8　被ばく低減対策（BWR）

項　　　　目 目　　　　的 内　　　　　　　　　　　容

α）再循環ポンプ周り作業スペースとモータ置場

の確保

格納容器内作業
（2）　HVAC機器ダクトの小型化

性の改善（改良
作業能率の改善 （3）逃し安全弁・配置の見倒し，モノレールハッ

型PCV）
被ばく低減 チの設置

（4）　ISIの自動化，保温材蒲脱の容易化，CRD，

LPRM交換自動化のためのスペース確保
㈲　足場・階段の整備，遮へいの改善等

濟過量復水脱塩 被ばく低滅‘クラ　　　　　一

復水脱塩装置（イオン交換式）を一部通過する不

装置 ッド除去） 溶性鉄分の除去

酸素注入 被ばく低減 給水中のクラッドの発生防止

給水系再循環配 起動時の炉内への 給水系の水を炉入口から復水器へ戻し，脱塩器を

管の設置 クラッド流入防止 通して再循環させる

低コバルト材の 被ばく低減（Co60 シラウドなどの炉内構造物，給水ヒーター管など
採用 の発生削減） に低コバルトステンレス材を採用する

フィルターエレ 作業能率の改善 蓋の取外しの容易化，UT及び高圧水スプレーによ
メント 被ばく低滅 るエレメント洗浄の遠隔自動化

スライド13 表9　被ばく低減対策（PWR）

項　　　　目 目　　　　的 内　　　　　　　　　　　容

α）　UTマシーン，　CRDM用ダクトなどの仮置

スペースの確保

格納容器内作業 作業能率の改善
（2＞冷却材ポンプ保守スペース確保

性の改善 被ばく低減
（3）階段・プラットフォームの設置

（4）　ISI作業の容易化

㈲　R孚D系統配管位置の再検討，しゃへい，弁

の改良など

燃料取替検査
（D　フィルター脱塩塔によるキャビティ水の浄化

（キャビティ水）
被ばく低減 （2）キャビティライニング面の除染機器，除染剤，

スプレーコーテングの開発

ブイルター取替 被ばく抵滅 ベル型キャスクの採用により，フィルターの取替
作業 作業の効率化 作業を遠隔化する。

チャコールフィ
フィルタープレナムの外部から真空又は圧縮空気

ルター取替作業
全　　上 でチャコールフィルターの充填取出しを遠隔化す

る方式の開発
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スライド12　第6図

　　　　　　　　　1）

　　　　　　　　　2）

　　　　　　　　　3）

タービン系におけるクラッド抵減対策（BWR）

源
子
炉

ろ過式復水脱塩装置の採用

酸素注入

給水の：再循環

　　従来方式　　　タービン

　　　　原子炉給水ポンプ

　　　　　　中　　　　　　　　　　　　　　　　層。”聯”，

高圧給水加熱器　　　低圧給水加熱器

発電機

原
子
炉

改良：方試：

％

　　　　　　　復水器

　　　　1　低圧復水ポンプ

　　　　　　混床式復水
　　　　　　　　脱塩装置

　中

　高圧復zkポンプ

タービン　　発電機

給水：再循環ライン

高圧給水加熱器

　　　　　　　　　　高圧復水ポンプ

　　　　　　抵圧給水加熱器

　　　　　　　　　　　　　酸素注入

蚤

～

　　原子炉給水ポンプ

（注）混旧式復水脱塩装置を設けない場合もある。
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　復水器

低圧復水ポンプ

ろ過式復水
　　脱塩装置

混床式復水號塩装置（注）



スライド15 表10　第2次改良標準化項自（BWR）

番号 項　　　　　　　愚 目　　　　的 内　　　　　　容

1 核燃料の改良

信頼性向上，稼働

ｦ向上のための燃’

ｿ改良

此身試験および鯉析・開発・設

v・製造・照射

2 炉心改良設計
利用率向上

M頼性向上

改良炉心調査・設計，実証試験

ﾈど

3 制御棒駆動機構の改良
稼働率向土と安全

ｫ向上
高速CRD，電動CRDの調査，
ﾝ計，実証試験

4 SCC対策 稼働率向上 耐SCC材および耐SCC性向
緕{工法の開発

5 高温フィルタの開発と採用 被ばく低減 調査，検討，基本計画実証試験
6 燃料交換のスピード・アップ 稼働率向上 試設計，試作試験

7 インターナル・ポンプの開

ｭとプラントの概念設計
経済性の向上

インターナル・ポンプ方式の調

ｸ，概念設計，ポンプの試験

スライド16 表11　第2次改良標準化項§（PWR）

番号 項　　　　　　　目 昆　　　　的 内　　　　　　　容

1 燃料の改良

信頼性向上，稼働

ｦ向土のための燃

ｿ改良

実験炉による照射試験，出力上

ｸ試験，実炉による照射

2 蒸気発生器の改良
七七憔及び稼働率
?
?

一次系及び二次系の腐：食試験と

`熱管の開発，改良型管：支：持板

ﾌ熱流動嬉姓と強度検討

3
プレ・ストレスコンクリート

ｻ格納容器の検討
経済性の向上

プレストレスコンクリートの安

S性設計，建設手法・トラブル

凾ﾌ調査検討，鋼製との比較検

｢

4 原子炉容器蓋一体化吊上装

uの開発

被ばく低滅

嚮汳Z縮

～体化構造の基本計画，試設計

yび確証試験（耐震実験等を含

ﾞ）

5
高放射線下作業朋自動装置

ﾌ開発
被ばく低減

蒸気発生器水室内作業用装置，

ｩ動目視検査装置，プラグ施工

葡uの設計，試作

6
運転操作性，運鞍特性の改

P 運転信頼性の向上
総合監視装置の開発と所内単独

^転，負荷追従運転の検討
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